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2018・6　広報いわで　　2【市民憲章】私たちは緑の山と紀の川の清流に育まれた岩出市の市民であることに誇りをもち
平和を重んじ豊かなまちをつくるためにこの憲章を定めます

　
「
い
つ
ま
で
も
元
気
で
住
み
慣
れ

た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
た
い
」
と
誰

も
が
望
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

そ
う
は
思
う
け
ど
、
何
も
し
て
い

な
い
、
何
を
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら

な
い
と
い
う
方
！
何
歳
に
な
っ
て

も
「
遅
す
ぎ
る
」
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
い
つ
ま
で
も
い
き
い
き
と
生
活

す
る
た
め
に
、
今
か
ら
で
き
る
こ
と

を
や
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　

高
齢
者
の
筋
肉
は
1
歳
年
を
取
る

ご
と
に
１
％
程
度
減
少
す
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
筋
肉
が
減
少
し
筋
力

が
低
下
す
る
と
身
体
機
能
が
低
下

し
、
体
を
動
か
す
こ
と
を
負
担
に
感

じ
、
そ
の
結
果
自
宅
に
閉
じ
こ
も
り

に
な
っ
て
介
護
を
要
す
る
状
態
に
つ

な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
平
成
28
年
度

国
民
生
活
基
礎
調
査
に
よ
れ
ば
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
原
因
（
図
１
）
と

し
て
、
認
知
症
や
脳
血
管
疾
患
の
ほ

か
、
高
齢
に
よ
る
衰
弱
や
骨
折
・
転

倒
、
関
節
疾
患
な
ど
が
多
く
み
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
加
齢
や
生
活
習

慣
の
乱
れ
、
ま
た
、
体
を
動
か
さ
な

い
状
態
が
続
く
な
ど
が
理
由
で
、
身

体
機
能
が
低
下
す
る
と
起
こ
り
や
す

く
な
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
ど
ん
な
に
年
を
と
っ
て

①
筋
力
ア
ッ
プ
が
期
待
で
き
る

　

筋
力
や
柔
軟
性
を
養
い
、
転
び
に

く
い
体
を
つ
く
り
ま
す
。

②
安
全
で
手
軽
に
で
き
る

　

座
っ
て
す
る
運
動
、
立
っ
て
す
る

運
動
、
寝
こ
ろ
ん
で
す
る
運
動
、
の

３
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
、
ご
自
身
の
状

態
に
合
わ
せ
て
、
効
果
的
な
運
動
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

③
生
き
が
い
づ
く
り
に
な
る

　

体
操
の
場
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
で
の
居
場
所
や
参
加
者
同
士
の

交
流
が
で
き
、
自
ら
の
生
き
が
い
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
一
人
で
は
続
け

ら
れ
な
い
運
動
も
、
み
ん
な
で
す
る

か
ら
継
続
で
き
ま
す
。

　

地
域
の
方
や
気
心
の
知
れ
た
方

で
、
岩
出
げ
ん
き
体
操
を
は
じ
め
ま

せ
ん
か
。

も
適
切
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
こ

と
に
よ
り
筋
肉
、
筋
力
を
維
持
向
上

で
き
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。
な
か
で
も
筋
力
向
上
の
効
果
が

あ
る
の
は
、
週
１
回
以
上
継
続
し
て

運
動
を
行
う
こ
と
で
す
。　

そ
こ
で

お
す
す
め
な
の
が
「
岩
出
げ
ん
き
体

操
」
で
す
。

　

岩
出
市
の
現
状
（
平
成
30
年
3

月
末
現
在
）
は
、
高
齢
者
人
口
は

１
１
，
８
９
０
人
、
高
齢
化
率

２
２
．
１
％
と
な
っ
て
お
り
、
県
内

で
一
番
低
い
高
齢
化
率
で
す
が
、
毎

年
確
実
に
高
齢
化
率
は
上
昇
し
て
お

り
、
４
人
に
１
人
が
高
齢
者
に
な
る

日
も
近
づ
い
て
い
ま
す
。
高
齢
者
を

支
え
る
方
の
割
合
が
減
っ
て
い
く

中
、
自
分
で
出
来
る
こ
と
を
長
く
続

け
、
で
き
る
だ
け
自
立
し
た
生
活
を

目
指
す
こ
と
が
、
よ
り
よ
い
毎
日
を

送
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
い
き
い
き
と
自
分
ら
し
く

　

岩
出
げ
ん
き
体
操
で
介
護
予
防
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
近
所
の
み
ん
な
で
元
気
に
な
ろ
う
！

介
護
予
防
が
必
要
な
理
由

岩
出
市
の
現
状
等

岩
出
げ
ん
き
体
操
と
は

18%

17%

13%12%
10%

30%

（図１）　介護が必要になった原因

認知症

脳血管疾患

高齢による衰弱
骨折転倒

関節疾患

その他

（平成 28 年国民生活基礎調査資料改変）



3　　広報いわで　2018・6 【市民憲章】自然を大切にしきれいなまちをつくりましょう

　

平
成
28
年
度
に
「
岩
出
げ
ん
き
体

操
」
の
普
及
を
始
め
て
か
ら
、
平
成

30
年
3
月
末
現
在
、
8
団
体
が
「
岩

出
げ
ん
き
体
操
」
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
グループ名

1 吉田しあわせ会
2 愛さんさん会
3 すみれ会
4 国分寺跡公園　朝の会
5 シニア体操の会
6 清水ワイワイサロン
7 笑和の会
8 十若会

　　
　　岩出げんき体操を続けていてどんな効果がありましたか？

　　以前はよくこけていたが、岩出げんき体操を始めてから
　自分で踏ん張れるようになったのでこけなくなった。
　　継続は力なり。

　　
　　長く続いているのはなぜですか？

　　みんなと週１回一緒にできて楽しいから。

・体操終了後、体がスッとする。
・椅子からの立ち上がりが早くなった。
・コミュニケーションがとれて嬉しい。

 他にもこんな介護予防教室があります（65 歳以上の方対象）
 ●シニアエクササイズ教室（1 回目の申込は終了。2 回目は 11 月開催予定。広報で募集します。）
 　筋力トレーニングやステップ運動を取り入れて楽しく筋力向上を目指す教室です。教室
終了後は自主グループとして活動しています。
 ●脳の若返り教室（毎年 5 月に開催。今年度は申込みが終了しています。）
 　講義や脳トレドリル、グループ活動等により認知症を正しく理解し予防する教室です。
 ●元気はつらつ栄養教室（9 月開催予定。広報で募集します。）
 　管理栄養士により、食生活の改善に役立つ講義や栄養指導、調理実習を行う教室です。

地域の皆さんで介護予防の取り組みを行い、元気な地域をつくっていきましょう！

問　　長寿介護課　岩出市地域包括支援センター　☎ 62-2141（内線 353）

岩出げんき体操に取り組んでいる方の声

吉田しあわせ会の方にお伺いしました 他のグループの方の感想

Q

A

Q

A

　
「
岩
出
げ
ん
き
体
操
」
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
方
は
、
皆
さ
ん
い
き
い

き
と
笑
顔
で
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。

　

岩
出
市
で
は
5
人
以
上
（
65
歳
以

上
）
の
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
運
動
指

導
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
岩
出
げ
ん
き
体
操
」
に
興
味
の

あ
る
方
や
取
り
組
み
た
い
方
は
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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【市民憲章】人を愛し助けあう笑顔のまちをつくりましょう 2018・6　広報いわで　　4【市民憲章】人を愛し助けあう笑顔のまちをつくりましょう

トピックス

平成 30 年度国民健康保険税について
保険年金課  国保・年金係（内線 197）

　国民健康保険税は、医療分、後期高齢者支援金分、介

護分を次の税率で計算した合計額で課税されます。

（ただし、介護分については、40 歳以上 65 歳未満の方

にのみ課税されます）。

　なお、今年度の税率の改正はありませんが、医療分に

ついて賦課限度額が引き上げられました。

医

療

分

項　目 平成30年度
所得割 6.60％
資産割 40.00％
均等割 23,100円
平等割 24,500円
賦課限度額 580,000円（対前年4万円増）

後
期
高
齢
者
支
援
金
分

項　目 平成30年度
所得割 2.30％

資産割 10.00％

均等割 7,850円

平等割 7,750円

賦課限度額 190,000円

介

護

分

項　目 平成30年度
所得割 2.00％
資産割 8.00％
均等割 9,600円
平等割 7,000円
賦課限度額 160,000円

○国民健康保険税率

国民健康保険税の軽減措置が拡充されました
○５割軽減
　「33 万円＋（27.5 万円（※）×被保険者数＋特定同一世帯所属者数）」以下の世帯（※昨年度 27 万円）
○２割軽減
　「33 万円＋（50 万円（※）×被保険者数＋特定同一世帯所属者数）」以下の世帯（※昨年度 49 万円）

平成 30 年度　げんきアップ教室のご案内

内線だけの表記の場合：岩出市役所・・・☎ 62-2141（代）

表　彰
平成 30 年春の叙勲

【旭日単光章】 小
お が わ

川　勝
か つ み

美 （中小企業振興功労／元　岩出市商工会会長）

【瑞宝小綬章】 安
や す い

居　要
かなめ

　 （地方自治功労／元　和歌山県理事）

第 30 回危険業務従事者叙勲

おめでとうございます
（敬称略）

【瑞宝単光章】 木
き む ら

村　正
ま さ お

男 （消防功労／元　岩出市消防団団長）

【瑞宝双光章】 橋
はしもと

本　照
て る じ

次 （警察功労／元　和歌山県警視）

花
は な の

野　健
けんぞう

三 （警察功労／元　和歌山県警部）

【瑞宝単光章】 浦
う ら た

田　俊
と し お

男 （警察功労／元　和歌山県警部）

田
た が み

上　喜
よしひで

英 （警察功労／元　和歌山県警部）

平成 30 年春の叙勲

【瑞宝単光章】

保険税の納付は原則「口座振替」をご利用ください。
○取扱金融機関（順不同）

紀陽銀行、南都銀行、きのくに信用金庫、近畿労働金庫、

池田泉州銀行和歌山支店、紀の里農協、ゆうちょ銀行・

郵便局

○手続き方法

通帳、届出印をお持ちのうえ、市役所保険年金課窓口（ゆ

うちょ銀行・郵便局の手続きは除く）または取扱金融機

関窓口でお申し込みください。



【市民憲章】健やかで生きがいをもつ市民になりましょう5　　広報いわで　2018・6 【市民憲章】健やかで生きがいをもつ市民になりましょう【市民憲章】健やかで生きがいをもつ市民になりましょう

トピックス

平成 30 年度　げんきアップ教室のご案内
保健推進課  保健推進係☎ 61-2400　おかけ間違いにご注意ください

○対象者　今後運動を続けていきたい、運動をする仲間

　　　　　づくりをしたいと思う方

○定　員　50 名（7 回連続で参加されることをおすす

　　　　　めします）

○場　所　総合保健福祉センター　3 階　多目的ホール

○時　間　午前 10 時～正午　（受付：午前 9 時 30 分～）

○講　師　健康運動指導士　小
お が わ

川　陽
よ う じ ろ う

二郎　先生

○持ち物　飲み物（500ml × 2 本、運動に使用します）・

　　　　　筆記用具・バスタオル（またはヨガマット）・

　　　　　タオル

○服　装　運動しやすい服装・運動靴等でお越しくださ

　　　　　い。

○申込み　氏名・住所・電話番号を電話でお伝えくださ

　　　　　い。

健康のために自主活動をしていくグループ作りが目標の教室です。

日　程 運　動 グループワーク

7月31日（火） ペットボトルとタオルを使った体操 運動への意識づくり

8月   9日（木） レクリエーション運動 たばこのこと

8月21日（火） 筋トレをしてみよう お酒のこと

9月   7日（金） リズムに合わせてウォーキング ストレスと身体の関係

9月20日（木） 根来げんきの森でウォーキング 筋力トレーニングの効果

9月28日（金） みんなでグループ運動 鉄分摂取について

10月9日（火） さぎのせ公園でウォーキング ウォーキングの効果

平成 30 年度　げんきアップ教室のご案内

　飲み物（500ml × 2 本、運動に使用します）・

可燃ごみ袋無料配布引換は 6 月 1 日からです
生活環境課  廃棄物対策係（内線 186）

　市では、ごみの減量化・資源化の推進、負担の公平化

を図るため、「可燃ごみ袋有料化」を実施しています。

○可燃ごみ袋無料配布引換券について
　毎年１回各世帯の人数に応じたごみ袋の無料配布があ

り、それを使い切っていただいた後は、個々に購入して

いただきます。

　なお、無料配布引換券は、５月末に発送しました。

※世帯人数の算定等は、平成 30 年４月１日時点の人数

　を基準とします。

○福祉加算配布について
　下表の基準に該当する方には、生活環境課窓口にて本

人または家族等により申請をいただいた上で無料配布に

加算した枚数のごみ袋を配布しています。詳しくは生活

環境課までお問い合わせください。

※平成 30 年 7 月から平成 31 年 6 月までの１年間の無

　料交付分の申請は、平成 30 年 6 月から受付をします。

身体障害者手帳１級または２級の交付を受けている方で、おむつを使用している方

要介護４または５の認定を受けている方で、おむつを使用している方

常時おむつを使用している方

【福祉加算基準】
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介護保険制度は皆さんが納める
長寿介護課  介護保険係（内線 174）

保険料で支えられています
　介護保険料は、介護が必要な方の介護サービス費を賄

うために使われています。介護が必要になった時に、安

心してサービスを受けられるよう、保険料は必ず納めま

しょう。

【65 歳以上の方（第１号被保険者）の保険料】（図 1）

　65 歳以上の方の保険料は、第 7 期「介護保険事業計画」

で推計した岩出市の介護サービスにかかる費用のうち、

第１号被保険者が負担する割合に応じて基準額を決定

し、本人と世帯員の市民税の課税状況や前年の合計所得

金額等によって、個人ごとの保険料段階が決まります。

【65 歳以上の方（第１号被保険者）の保険料の納め方】

　原則として年金からの天引き（特別徴収）になります

が、受給している年金の額や種類によって、納付書また

は口座振替による納付（普通徴収）になる場合がありま

す。納め方を選択することはできませんので、通知書の

納付方法に従って納付をお願いします。

　普通徴収の方は、口座振替を利用することができま

す。市役所や市指定の金融機関等にてお申し込みくださ

い。

【40 歳以上 65 歳未満の方（第２号被保険者）の保険料
の納め方】

　加入している健康保険の保険料とあわせて納めていた

だきます。保険料は健康保険によって算出方法が違いま

す。

【保険料を納めないでいると】

　介護保険料の納付は介護保険法の中で定められていま

す。災害などの特別な事情がなく滞納を続けると、滞納

期間に応じて下記（図 2）のような措置が取られます。

段階 対象になる方 基準額に対する割合 保険料年額

第1段階
生活保護受給者及び老齢福祉年金受給者で世帯全員が住民税非課税の方及び世帯
全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税年金収入額が80万円以下の方

基準額　×　0.45 30,200円

 第2段階
世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税年金収入額が80万円を超
え120万円以下の方

基準額　×　0.75 50,300円

 第3段階
世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税年金収入額が120万円を超
える方

基準額　×　0.75 50,300円

 第4段階
世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住民税非課税で前年の合計所得金
額＋課税年金収入額が80万円以下の方

　基準額　×　0.9 60,400円

第5段階
（基準額）

世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住民税非課税で前年の合計所得金
額＋課税年金収入額が80万円を超える方

　基準額　×　1 67,100円

第6段階 本人が住民税課税で前年の合計所得金額が120万円未満の方 　基準額　×　1.2 80,500円
第7段階 本人が住民税課税で前年の合計所得金額が120万円以上200万円未満の方 　基準額　×　1.3 87,200円
第8段階 本人が住民税課税で前年の合計所得金額が200万円以上300万円未満の方 　基準額　×　1.5 100,600円
第9段階 本人が住民税課税で前年の合計所得金額が300万円以上400万円未満の方 　基準額　×　1.6 107,300円

第10段階 本人が住民税課税で前年の合計所得金額が400万円以上600万円未満の方 　基準額　×　1.9 127,500円
第11段階 本人が住民税課税で前年の合計所得金額が600万円以上の方 　基準額　×　2.1 140,900円

滞納期間 措　置　内　容

1年以上 介護サービスの利用料がいったん全額自費負担となります。申請により、後で保険給付分が払い戻されます。

1年6か月以上 介護サービスの利用料がいったん全額自費負担となります。保険給付分の支払いが一部または全部差し止めに
なり、滞納した保険料に充てられ、差し引いた額が払い戻されます。

2年以上
保険料を納めなかった期間に応じて、自費負担が3割（※平成30年8月から自費負担が3割になる人は4割）に引き
上げられます。利用者負担額が高額になった時に介護保険から払い戻される高額介護サービス費の払い戻しが
受けられなくなります。

（図 1）所得段階別介護保険料（第 1 号被保険者）

（図 2）介護保険料を滞納すると

※合計所得金額
　収入金額から必要経費に相当する金額を控除した金額のことで、扶養控除や医療費控除などの所得控除をする前の金
額。平成 30 年 4 月からは「合計所得金額から長期譲渡所得及び短期譲渡所得に係る特別控除額を控除」及び 「公的年金
等に係る雑所得を控除（保険料段階が第 1 ～ 5 段階のみ）」した金額を用いる。
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6 月 4 日～ 10 日は歯と口の健康週間です
保健推進課  保健推進係☎ 61-2400　おかけ間違いにご注意ください

　歯を失う一番の原因は歯周病です。成人の約 80％が

かかっていると言われ、自覚症状がないため放置される

ことが多いです。あなたの歯の健康はどうですか？

○歯周病のセルフチェック
　次の中で、思い当たる項目はありますか？

①起床時に口の中がねばつく　②口臭が気になる　③歯
を磨くと歯茎から血がでる　④歯が浮くような感じがす
る　⑤熱いものや冷たいものがしみる　⑥歯がぐらぐら
する　⑦歯と歯の間に物がたまりやすい　⑧歯石がた
まっている　⑨たばこを吸う　⑩ストレスがたまってい
る　⑪糖尿病である
　ひとつでも思い当たる項目があれば歯周病に要注意！

○歯周病のこと
　口の中には数百種類の細菌がいます。普段は悪さをし

ませんが、歯磨きが充分でなかったり、甘いものを過剰

に摂取すると、細菌がねばねばした物質をつくりだし、

歯の表面にくっつきます。これが歯垢です。この歯垢が、

歯肉に炎症を引き起こし、やがて歯を支えている骨を溶

かしていく病気が歯周病です。

○歯周病とメタボリックシンドローム・糖尿病との関係
　歯周病により噛む機能が低下することで、肥満になり

やすくなります。また、歯周病菌が血管に入ると血糖を

コントロールするインスリンの働きが悪くなり、糖尿病

の悪化につながります。肥満や糖尿病の人は、歯周病を

発症しやすく、重症化しやすいです。

○歯周病にならないために大切なこと
　歯周病にならないよう、歯垢を「ためない・増やさな

い」ことが基本です。そのためには次のことが大切です。

①歯科検診を受けること　②正しい歯磨き方法で、毎日
清潔を保つ　③食後 20 分以内に歯磨きをする　④歯科
で定期的に歯石を除去する　⑤虫歯を放置せずに治療す
る　⑥色んな食べ物をバランスよく食べ、よく噛むこと
⑦喫煙者は禁煙すること
　歯周病は口腔環境のほか、食生活や禁煙、ストレスな

ども関係が深いので、生活習慣の改善も重要です。歯周

病を正しく予防・治療すれば、何歳になっても自分の歯

を保つことができます。まずは、歯磨き方法や生活習慣

を見直してみましょう。

○個別歯周疾患検診について
　今年度 40 歳・50 歳・60 歳・70 歳になる方を対象に

個別歯周疾患検診の案内ハガキ（受診票）を郵送してい

ます。受診期間は、５月１日から平成 31 年１月 31 日

です。和歌山県内の実施歯科診療所にて無料で受診でき

ます。検診内容は問診と口腔内検査です。受診票は受診

されるときに持参ください。治療が必要となった場合に

は、自己負担が発生しますのでご注意ください。歯の健

康を守り、正しい歯磨き方法を見つける機会として、ぜ

ひ受診してください。

市役所各課の配置について
財務課  管財係（内線 362）

　市役所南庁舎の完成に伴い、庁舎内の各課の配置が変わりました。各課の配置は次のとおりです。

市民課、税務課、出納室、上下水道業務課、教育総務課
福祉課、子育て支援課、生活環境課、保険年金課、長寿介護課

市長公室、総務課、財務課、生涯学習課

議会事務局3 階

2 階

1 階

2 階

1 階
連絡
通路

産業振興課、農業委員会

土木課、都市計画課

本庁舎

南庁舎
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岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

岩出市役所・・・62-2141（代）

総合保健福祉センター
・・・61-2400

地域子育て支援センター

いわで・・・・62-3362
あいあい・・・61-2983

クリーンセンター
・・・62-0814

岩出図書館・・・・・62-7222

市民総合体育館・・・62-0370

岩出警察署・・・・・63-0110

民俗資料館・・・・・63-1499

那賀消防組合・・・・61-0119

（岩出市教育委員会）

主な機関の連絡先

問

申

☎

…問い合わせ先

…申し込み先

…電話番号

くらし
の

情 報

申し込み・問い合わせなどで住所・電
話番号の記載がないものは市役所へ

〒 649-6292　岩出市西野 209 番地

おかけ間違いにご注意ください。

税
・
料
金

nfomation
Life

　

市
で
は
、
納
期
内
納
税
者
と
の
公

平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
滞
納
者
に

対
し
て
滞
納
処
分
を
行
っ
て
い
ま

す
。
納
付
を
忘
れ
る
な
ど
し
て
市
税

を
滞
納
す
る
と
、
地
方
税
法
で
は
、

財
産
（
預
貯
金
、
給
与
、
生
命
保

険
、
不
動
産
な
ど
）
を
差
し
押
さ
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ
て

お
り
、
徴
税
吏
員
に
は
滞
納
者
を
裁

判
所
の
許
可
状
な
し
に
調
査
・
滞
納

処
分
で
き
る
強
い
権
限
が
与
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
本
市
で
も
、
平
成
29
年

度
中
に
５
０
２
件
４
，
０
４
１
万
円

分
の
差
押
え
を
執
行
し
ま
し
た
。
そ

の
一
環
と
し
て
滞
納
者
の
自
宅
の
捜

索
も
行
い
、
差
し
押
さ
え
た
動
産
は

合
同
公
売
に
よ
り
換
価
す
る
と
と
も

に
、
新
た
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

や
不
動
産
公
売
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
よ
り
厳
し
い
姿
勢
で

滞
納
の
解
消
に
努
め
て
い
き
ま
す
の

で
、
納
付
を
忘
れ
て
滞
納
と
な
る
こ

と
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問　

税
務
課  

納
税
係

　
　
（
内
線
１
５
１
～
１
５
４
）

納
期
内
納
付
忘
れ
て
い

ま
せ
ん
か
？

ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
で

そ
う
へ
ぃ
ち
ゃ
ん
と

走
ろ
う
！

　

１
，
０
０
０
枚
限
定
で
交
付
中
の

ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
は
、「
か
わ
い
い
」

と
の
好
評
に
よ
り
発
行
６
７
０
枚
を

突
破
し
ま
し
た
。
特
に
１
２
５
ｃ
ｃ

以
下
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
は
、
残

り
29
枚
（
平
成
30
年
5
月
10
日
現

在
）
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
希

望
の
方
は
お
早
目
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

あ
な
た
も
、
そ
う
へ
ぃ
ち
ゃ
ん
入

り
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
で
走
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

○
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

　

５
０
ｃ
ｃ
以
下
（
白
地
）　
　
　

　

９
０
ｃ
ｃ
以
下
（
黄
地
）　
　
　

　

１
２
５
ｃ
ｃ
以
下
（
ピ
ン
ク
地
）

○
交
付
時
間　

平
日　

午
前
8
時
45

分
～
午
後
5
時
30
分

○
交
付
場
所　

税
務
課　

市
民
税
係

○
交
付
手
数
料　

無
料

※
交
付
時
に
、
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
か
通
常
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
か
を
選
択
い
た
だ
け
ま
す
（
希
望

す
る
ナ
ン
バ
ー
の
指
定
は
で
き
ま
せ

ん
）。

※
す
で
に
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方
で
も
、
ご
当
地

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
交
換
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
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家
屋
を
滅
失
（
取
り
壊

し
等
）
さ
れ
た
と
き
は

○
家
屋
に
登
記
が
あ
る
と
き
は

　

法
務
局
へ
滅
失
登
記

※
滅
失
登
記
が
遅
れ
る
場
合
は
市
役

所
へ
家
屋
滅
失
届

○
家
屋
に
登
記
が
な
い
と
き
は

　

市
役
所
へ
家
屋
滅
失
届

　

家
屋
に
対
す
る
固
定
資
産
税
は
、

毎
年
１
月
１
日
現
在
の
状
況
に
基
づ

い
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
年
の
途
中
で

取
り
壊
し
等
さ
れ
た
家
屋
に
つ
き
ま

し
て
は
、
翌
年
度
の
課
税
内
容
に
影

響
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

税
務
課　

固
定
資
産
税
係

　
　
（
内
線
１
４
５
～
１
４
７
）　

い
。

問　

税
務
課　

市
民
税
係

　
　
（
内
線
１
４
１
～
１
４
４
）

　

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、
次

の
い
ず
れ
か
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。
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くらしの情報

6 月夜間納税相談日
14 日（木）・28 日（木）

午後 8 時まで

窓口　保険年金課

7 月 2 日（月）です。

■市県民税第 1 期及び全期前納分

■国民健康保険税 1 期

■介護保険料第 1 期

納   期   限

国民健康保険税
後期高齢者医療保険料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
か

　

納
期
限
内
に
納
め
て
い
た
だ
い
て

い
な
い
方
に
は
、
そ
の
都
度
督
促
状

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
料
額
に
よ
り
納
期
限

の
翌
日
か
ら
納
付
日
ま
で
の
日
数
に

応
じ
て
、
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。　

　

領
収
書
及
び
通
帳
等
で
再
度
確
認

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問　

保
険
年
金
課  

保
健
医
療
係

　
　
（
内
線
１
６
７
）

  

子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

　平成 30 年４月１日現在 65 歳以上の年金受給者で、前年中の年金所得にかかる市・県民税の納税義務のある方につ
いては、年金から市・県民税が引き落とされます（公的年金からの特別徴収）。ただし、次の方については、対象とな
りません。
　・介護保険料が年金から引き落とされていない方
　・引き落とされる市・県民税額が老齢基礎年金等の額を超える方　など

　納付方法（納付方法によって、納めていただく年税額が変わることはありません。）
　○年金所得のみの場合
　　初年度の納め方（初めて年金から引き落とされる方）　　　　　　　 次年度以降の納め方（前年度から引き続き年金から引き落とされる方）

　○年金所得と給与所得がある場合
　　給与分は給与から、年金分は年金から、それぞれ引き落とされます。
　※平成 30 年度の税額については、6 月 12 日に発送予定の「平成 30 年度　市民税・県民税税額決定・納税通知書」
　　にてお知らせします。

年税額 年金から引き落とし
57,000円 特別徴収（仮徴収） 特別徴収（本徴収）

月 4月 6月 8月 10月 12月 2月

税額（円） 10,000 10,000 10,000 9,000 9,000 9,000

算出方法 前年度の年税額の1/6ずつ 本年度の年税額の残りの1/3ずつ

年税額
60,000円

納付書等で納める

普通徴収

年金から引き落とし

特別徴収（本徴収）
月 6月 8月 10月 12月 2月

税額（円） 15,000 15,000 10,000 10,000 10,000

算出方法 1/4 1/4 1/6 1/6 1/6

後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
の
皆
様
へ

　

平
成
30
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
額
は
7
月
に
決
定
し
ま
す
。　

　

ま
た
、
平
成
30
年
8
月
か
ら
後
期

高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
が
変
わ
り

ま
す
。

　

保
険
料
額
決
定
通
知
書
及
び
被
保

険
者
証
は
、
7
月
中
旬
頃
に
送
付
し

ま
す
。

問　

保
険
年
金
課  

保
健
医
療
係

　
　
（
内
線
１
６
７
）　
　

　

市
で
は
、
収
入
や
財
産
が
あ
り
な

が
ら
国
保
税
を
納
付
し
て
い
た
だ
け

な
い
滞
納
者
に
対
し
て
の
滞
納
処
分

（
差
押
え
等
）
を
強
化
し
て
お
り
、

滞
納
者
に
つ
い
て
、
財
産
調
査
（
預

貯
金
調
査
、
生
命
保
険
調
査
、
勤
務

先
へ
の
給
与
支
給
状
況
の
調
査
な

ど
）
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

○
財
産
の
差
押
え

　

納
期
内
に
国
保
税
を
納
め
て
い
た

だ
け
な
い
方
に
は
、
督
促
状
を
送
付

し
ま
す
。

　

こ
の
督
促
状
が
発
送
さ
れ
た
日
か

ら
起
算
し
て
10
日
を
経
過
し
た
日
ま

で
に
そ
の
国
保
税
を
完
納
し
な
か
っ

た
と
き
に
は
、
市
は
滞
納
者
の
財
産

（
預
金
、
生
命
保
険
、
給
与
な
ど
）

を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

○
納
税
相
談

　

や
む
を
得
な
い
理
由
で
国
保
税
を

納
期
内
に
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方

に
つ
い
て
は
、
保
険
年
金
課
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
生
活
状
況
等
を

お
聞
き
し
た
う
え
で
、
分
納
な
ど
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

余
剰
財
産
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
虚

偽
の
申
し
出
を
行
っ
た
り
、
納
付
計

画
を
守
ら
ず
、
不
履
行
に
な
っ
た
と

き
は
、
滞
納
処
分
を
行
う
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

今
後
も
、
納
税
の
公
平
性
確
保
の

観
点
か
ら
、
国
保
税
の
滞
納
に
つ
い

て
徴
収
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。
事

情
に
よ
り
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

そ
の
ま
ま
放
置
せ
ず
、
ま
ず
は
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

問　

保
険
年
金
課  

徴
収
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
（
内
線
１
６
５
）

国
保
税
の
滞
納
に
つ
い

て
徴
収
を
強
化
し
て
い

ま
す

　6 月と 8 月は、年税額の 1/4 ずつを納付書等で納めていただき
ます。10 月・12 月・2 月は、年税額の 1/6 ずつを引き落とします。

　4 月・6 月・8 月は、前年度の年税額の 1/2 に相当する額を 3 等分し
た税額を引き落とします。10 月・12 月・2 月は、本年度の年税額から 4 月・
6 月・8 月の税額を差し引いた残りの税額を 1/3 ずつ引き落とします。

問　税務課 市民税係（内線１４１～１４４）

年金からの市・県民税の引き落としとは？
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健
康
・
介
護

6月　休日歯科急患当番表
那賀歯科医師会

日曜・祝日の休日歯科診療

※受診の際は、電話等で確認のうえご来 
　院ください。
※当番医が急に変更になる場合がありま
　す。電話が通じないときは消防署（☎
　61-1791）にお問い合わせください。

日 曜 歯 科 医 院 名 住     所（診療所） TEL
3 日 おち歯科医院 岩出市中島601-4 61-7322

10 日 吉田歯科クリニック 岩出市根来160-1 69-1182
17 日 岡本歯科医院 紀の川市粉河389-7 73-4970
24 日 林歯科医院 岩出市金池401-8 62-6012

休
日
や
夜
間
に
利
用
で

き
る
病
院
の
ご
案
内

岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

国
保
・
後
期　

特
定
健

診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

券
、
国
民
健
康
保
険
証

※
集
団
健
診
申
込
は
が
き
に
よ
り
申

込
ま
れ
た
方
は
、
6
月
か
ら
8
月
の

受
診
期
間
の
中
で
、
受
診
日
ご
と
に

割
振
り
を
行
い
、
受
診
日
を
記
載
し

た
案
内
書
を
健
診
月
の
概
ね
1
か
月

前
に
発
送
し
ま
す
。

︿
個
別
健
診
﹀

○
期
間　

平
成
31
年
1
月
31
日
ま
で

○
日
時　

医
療
機
関
へ
の
受
診
予
約

○
場
所　

市
内
の
指
定
医
療
機
関

○
持
ち
物

　

受
診
券
、
国
民
健
康
保
険
証

※
特
定
健
診
は
、
集
団
健
診
か
個
別

健
診
の
ど
ち
ら
か
一
方
の
受
診
に
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問　

保
険
年
金
課  

国
保
・
年
金
係

　
　
（
内
線
１
９
１
）

︿
75
歳
以
上
の
方
は
﹀

　

個
別
健
診
の
み
に
な
り
ま
す
。

○
期
間

　

6
月
1
日
～
平
成
31
年
2
月
28
日

・
5
月
下
旬
頃
に
和
歌
山
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
送
付
さ
れ

た
受
診
券
、
受
診
票
と
被
保
険
者
証

を
お
持
ち
の
う
え
県
内
の
協
力
医
療

機
関
（
医
療
機
関
一
覧
表
は
受
診
券

に
同
封
）
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

・
今
年
75
歳
に
な
ら
れ
る
方
（
昭
和

19
年
1
月
31
日
生
ま
れ
ま
で
の
方
）

は
、
誕
生
月
の
月
末
ま
で
に
受
診
券

が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
随
時
受
診

【
那
賀
休
日
急
患
診
療
所
︼

　

紀
の
川
市
東
大
井
３
５
０　

　

☎
77 

‐ 

６
４
１
０

○
診
療
科
目　

内
科
・
外
科

○
診
療
時
間　

午
前
９
時
～
正
午

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
５
時　

※
受
付
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
。

【
和
歌
山
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン

タ
ー
︼

　

３
６
５
日
24
時
間
対
応

　

近
く
の
医
療
機
関
の
案
内
が
あ
り

ま
す
。

　

☎
０
７
３
‐
４
２
６
‐
１
１
９
９

︻
和
歌
山
市
夜
間
・
休
日
応
急
診
療

セ
ン
タ
ー
】

（
夜
間
・
休
日
診
療
）　

　

☎
０
７
３
‐
４
２
５
‐
８
１
８
１

問　

保
健
推
進
課  

保
健
推
進
係　

　
　

☎
61
‐
２
４
０
０

　

40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
岩
出
市
国

民
健
康
保
険
加
入
者
の
方
を
対
象

に
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど
の
生
活

習
慣
病
の
発
症
と
関
わ
り
が
あ
る
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓

脂
肪
症
候
群
）
に
着
目
し
た
生
活
習

慣
病
予
防
を
目
的
と
し
て
特
定
健
診

（
受
診
費
用
は
無
料
で
す
。）
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

年
に
一
度
の
「
特
定
健
診
」
を
ぜ

ひ
受
診
し
て
、
生
活
習
慣
病
の
予
防

に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
30
年
度
の
対
象
者
の
方
に

は
、特
定
健
康
診
査
受
診
券
（
黄
色
）

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
以
降
に
市
国
民
健
康

保
険
に
加
入
さ
れ
た
方
で
特
定
健
診

の
受
診
を
希
望
す
る
対
象
者
の
方
に

も
受
診
券
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
保

険
年
金
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

︿
集
団
健
診
﹀（
6
月
の
日
程
）

○
日
時　

6
月
22
日
（
金
）、
28
日  

　
（
木
）、
29
日
（
金
）

　

午
前
8
時
30
分
～
10
時

○
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
持
ち
物

　

健
診
受
診
票
（
問
診
票
）、
受
診

問　

保
健
推
進
課  

保
健
予
防
係

　
　

☎
61
‐
２
４
０
０

漏
水
し
て
い
ま
せ
ん

か
？

　

普
段
に
比
べ
て
使
用
水
量
が
多

い
、
料
金
が
高
い
と
思
わ
れ
る
時

は
、
漏
水
か
ど
う
か
次
の
方
法
で
調

べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
漏
水
の
チ
ェ
ッ
ク
方
法

　

①
家
の
中
の
蛇
口
を
全
部
閉
め
て

く
だ
さ
い
。

　

②
メ
ー
タ
ー
内
の
パ
イ
ロ
ッ
ト

マ
ー
ク
（
赤
い
星
）
が
わ
ず
か
で
も

回
っ
て
い
た
ら
、
漏
水
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

も
し
漏
水
し
て
い
た
ら
、
至
急
市

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ
修
理

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
漏
水
修
理

さ
れ
た
場
合
、
漏
水
し
た
水
量
の
一

部
に
相
当
す
る
水
道
料
金
を
減
免
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
修
理
完
了

後
、
減
免
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　

上
下
水
道
業
務
課  

上
水
道
係

　
　
（
内
線
２
６
２
・
２
９
５
）

し
て
く
だ
さ
い
。

・
75
歳
、
80
歳
、
85
歳
お
よ
び
90
歳

以
上
の
方
に
は
、
歯
科
健
康
診
査
の

受
診
券
も
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
受

診
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
申
込
不
要
、
事
前
に
医
療
機
関
へ

の
受
診
予
約
が
必
要
で
す
。

問　

保
険
年
金
課  

保
健
医
療
係

　
　
（
内
線
１
６
７
）
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◇
献　

血

○
日
時
・
場
所

9
日
（
土
）　
（
株
）
オ
ー
ク
ワ

　
　
　
　

ミ
レ
ニ
ア
シ
テ
ィ
岩
出
店

23
日 （
土
）　

エ
バ
グ
リ
ー
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
出
中
迫
店

午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
1
時
～
午

後
4
時
30
分

問　

保
健
推
進
課  

保
健
推
進
係

　
　

☎
61
‐
２
４
０
０

くらしの情報

○
マ
ダ
ニ
に
つ
い
て

　

家
庭
内
に
生
息
す
る
ダ
ニ
と
種
類

が
違
い
、
主
に
森
林
や
草
地
な
ど
で

生
息
し
、
市
街
地
周
辺
で
も
見
ら

れ
、
日
本
全
国
に
分
布
し
て
い
ま

す
。
か
ま
れ
る
と
痛
み
や
か
ゆ
み
を

感
じ
ず
気
づ
か
な
い
こ
と
が
多
い
で

す
が
、
日
本
紅
斑
熱
や
つ
つ
が
虫
病

な
ど
、
重
症
な
感
染
症
に
か
か
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

○
感
染
し
な
い
た
め
に
は

・
野
山
の
草
む
ら
や
や
ぶ
な
ど
で
作

業
や
ハ
イ
キ
ン
グ
、
キ
ャ
ン
プ
等
の

活
動
を
す
る
と
き
は
、
長
袖
、
長
ズ

ボ
ン
、
足
を
完
全
に
覆
う
靴
（
長
靴

等
）
を
着
用
し
肌
を
露
出
し
な
い
。

・
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
（
虫
よ
け
成
分
）
を
含

む
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
も
有
効
で
す
。

・
脱
い
だ
上
着
や
タ
オ
ル
は
、
不
用

意
に
地
面
や
草
の
上
に
置
か
な
い
な

ど
。

○
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
ら

　

強
く
く
っ
つ
き
、
数
日
に
わ
た
っ

て
吸
血
す
る
の
で
、
無
理
に
取
ら
ず

に
病
院
で
処
置
し
て
も
ら
う
（
無
理

に
引
き
抜
く
と
、
マ
ダ
ニ
の
一
部
が

皮
膚
内
に
残
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
）。
咬
ま
れ
た
後
に
発
熱
な

ど
の
症
状
が
あ
れ
ば
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

問　

保
健
推
進
課  

保
健
予
防
係

　
　

☎
61
‐
２
４
０
０

　今月は、「血管力をアップさせる５つのポイント」

を、管理栄養士の大棟清美さんがご紹介します。

①肉より魚中心の食事
　魚には DHA や EPA という成分が含まれていて、動

脈硬化の原因となる中性脂肪を減らしてくれます。魚

は血管力アップを目指す人に外せない食べ物です。

②食物繊維を多くとる
　食物繊維には、コレステロールの吸収と糖質の吸収

を抑える働きがあり、血管年齢の若返りを促進しま

す。

③野菜から食べる
　食事の初めに野菜から食べると、野菜に含まれる食

物繊維が糖質の吸収をゆるやかにし、血糖値の急上昇

を防ぎます。

管理栄養士
　大

おおむね

棟　清
き よ み

美　さん

血管力をアップさせましょう！②
いくつになっても健康で若々しくいるために

④大豆・大豆製品を積極的に食べる
　大豆には LDL コレステロールや活性酸素を減らす

イソフラボンが多く含まれており、血管年齢を若返ら

せます。

⑤塩分摂取をおさえる
　塩分の取りすぎは、動脈硬化を進行させる高血圧を

招
まね

きます。ラーメンなどの汁は残す、しょうゆやソー

スはかけないで「つけて食べる」など、塩分摂取を抑

える工夫をしましょう。

　次回は、「血管力をアップさせるレシピ」をご紹介

します。

　　　問　保険年金課  国保・年金係　　（内線 198）

ダ
ニ
媒
介
性
疾
患
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

風
し
ん
予
防
接
種
費
用

を
助
成
し
ま
す

　

市
で
は
、
妊
婦
と
そ
の
子
ど
も
を

風
し
ん
か
ら
守
る
た
め
、
風
し
ん
予

防
接
種
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

○
接
種
費
用
助
成
期
間　

　

平
成
31
年
3
月
31
日
ま
で

○
対
象
者

　

岩
出
市
に
住
所
登
録
の
あ
る
方

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
19
歳
以
上
50
歳
未
満
の
妊
娠
を
希

望
す
る
女
性

※
妊
娠
中
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
接
種
後
2
か
月
間
は
避
妊
が
必

要
で
す
。

②
妊
婦
の
夫

○
接
種
費
用

　

協
力
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場

合
、
無
料

（
協
力
医
療
機
関
以
外
で
接
種
す
る

場
合
、
接
種
費
用
に
よ
っ
て
は
自
己

負
担
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
）

○
助
成
回
数

　

風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン
ま
た
は
麻

し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
い
ず

れ
か
を
1
人
に
つ
き
1
回
限
り

※
昨
年
度
ま
で
に
助
成
制
度
を
利
用

し
て
接
種
さ
れ
た
方
は
、
助
成
の
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

○
助
成
方
法

　

協
力
医
療
機
関
で
接
種
の
場
合

は
、
予
診
票
（
接
種
券
）
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
保
健
推
進

課
へ
お
申
込
く
だ
さ
い
。「
妊
婦
の

夫
」
が
接
種
さ
れ
る
場
合
、
確
認
書

類
と
し
て
母
子
健
康
手
帳
が
必
要
で

す
。

　

協
力
医
療
機
関
以
外
で
接
種
の
場

合
は
、
一
旦
全
額
自
己
負
担
の
う

え
、
接
種
後
に
領
収
書
原
本
（
接
種

者
名
・
接
種
年
月
日
・
ワ
ク
チ
ン
名

の
記
載
が
あ
る
も
の
）、
接
種
者
名

義
の
通
帳
、
母
子
健
康
手
帳
（
妊
婦

の
夫
の
み
）、
認
印
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

○
提
出
期
限

　

平
成
31
年
3
月
31
日
ま
で

問　

保
健
推
進
課　

保
健
予
防
係

　
　

☎
61
‐
２
４
０
０

  

子 

育 

て

　

相　

談



PB

2018・6　広報いわで　　12

岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

電
動
式
生
ご
み
処
理
機
・

生
ご
み
処
理
容
器
購
入
補

助
制
度
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る

生
ご
み
の
自
家
処
理
を
促
進
し
、
ご

み
の
減
量
・
資
源
化
を
図
る
た
め
、

生
ご
み
処
理
機
（
容
器
）
を
購
入
す

る
方
に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
次
の

と
お
り
補
助
し
て
い
ま
す
。

︿
生
ご
み
処
理
容
器
﹀

○
補
助
率　

４
分
の
３

○
補
助
対
象
者

①
市
内
に
居
住
す
る
方
（
法
人
等
事

　

業
所
は
除
く
。）

②
堆
肥
化
し
た
物
に
つ
い
て
は
、
自

　

己
処
理
で
き
る
方

③
当
該
処
理
容
器
の
使
用
状
況
等
の

　

報
告
を
市
の
求
め
に
応
じ
て
協
力

　

す
る
こ
と
が
で
き
る
方

○
受
付
期
間　

平
成
31
年
3
月
31
日

ま
で
の
随
時
（
た
だ
し
、
補
助
予
定

額
に
達
し
た
場
合
は
、
そ
の
時
点
で

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

○
申
込
方
法　

購
入
を
ご
希
望
の
方

は
、
印
鑑
を
ご
持
参
の
上
、
生
活
環

境
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
電
話
で
の
お
申
し
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

　
︿
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
﹀

○
補
助
率　
　
　

２
分
の
１

○
補
助
上
限
額　

３
万
円

○
補
助
対
象
者

①
市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、
居

　

住
し
て
い
る
方
（
法
人
等
事
業
所

環
境
・
エ
コ

ク
リ
ー
ン
缶
ト
リ
ー
運
動

イ
ン
岩
出
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
７
月
の
河
川
愛
護
月
間

に
あ
わ
せ
て
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が

環
境
美
化
へ
の
認
識
を
深
め
、
住
み

や
す
く
愛
着
の
も
て
る
ふ
る
さ
と
づ

く
り
に
貢
献
す
る
こ
と
、
海
岸
漂
着

物
の
問
題
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

発
生
を
抑
制
す
る
こ
と
を
目
的
に

「
ク
リ
ー
ン
缶
ト
リ
ー
運
動
イ
ン
岩

出
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

ポ
イ
捨
て
さ
れ
た
ご
み
、
空
き

缶
、
空
き
ビ
ン
等
を
回
収
し
、
き
れ

い
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

一
人
で
も
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
開
催
場
所
・
日
時
等
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
広
報
い
わ
で
7

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問　

生
活
環
境
課　

生
活
環
境
係

　
　
（
内
線
１
８
２
）

A タイプ

B タイプ（2 個で 1 セット）

　

は
除
く
）

②
市
内
に
店
舗
を
有
す
る
販
売
店
か

　

ら
処
理
機
を
購
入
す
る
方

③
平
成
31
年
3
月
31
日
ま
で
の
期
間 

　

に
処
理
機
を
購
入
し
、
自
己
の
住

　

居
に
設
置
で
き
る
方

④
周
辺
の
人
に
迷
惑
の
か
か
ら
な
い

　

よ
う
、
常
に
良
好
な
状
態
で
維
持

　

管
理
で
き
る
方

⑤
堆
肥
と
し
て
利
用
す
る
な
ど
適
切

　

に
処
理
し
、
生
ご
み
を
減
量
化
で

　

き
る
方

⑥
市
税
の
滞
納
が
な
い
方

⑦
過
去
５
年
間
に
電
動
式
生
ご
み
処

　

理
機
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
て

　

い
な
い
方

⑧
当
該
処
理
機
の
使
用
状
況
等
の
報

　

告
を
市
の
求
め
に
応
じ
て
協
力
す

　

る
こ
と
が
で
き
る
方

○
受
付
期
間　

平
成
31
年
3
月
31
日

ま
で
の
随
時
（
た
だ
し
、
補
助
予
定

額
に
達
し
た
場
合
は
、
そ
の
時
点
で

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

○
申
込
方
法　

申
請
書
は
、
生
活
環

境
課
窓
口
ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

○
補
助
金
額
等

　

１
世
帯
当
た
り
１
台
と
し
、
購
入

金
額
の
２
分
の
１
の
額
を
補
助
。
た

だ
し
、
補
助
限
度
額
は
、
３
万
円
と

し
ま
す
。

問　

生
活
環
境
課  

廃
棄
物
対
策
係

　
　
（
内
線
１
８
６
）

品名 購入金額 補助金額 自己負担金

生ごみ処理容器（Ａタイプ）130ℓ

縦56cm×横56cm×高さ65cm
5,184円 3,888円 1,296円

生ごみ処理容器（Ｂタイプ）15ℓ

直径30.7cm×高さ40.2cm
4,082円 3,062円 1,020円

食
中
毒
に
ご
用
心
！

　

夏
場
は
高
温
多
湿
に
な
る
た
め
、

食
中
毒
が
多
発
す
る
時
期
で
す
。

○
原
因

　

食
中
毒
は
、
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
、

化
学
物
質
に
汚
染
さ
れ
た
食
品
や
飲

料
水
、
ま
た
は
ふ
ぐ
の
肝
、
毒
キ
ノ

コ
な
ど
、
身
体
に
有
害
な
も
の
を
飲

食
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
症
し
ま

す
。

○
症
状

　

主
な
症
状
は
、
吐
き
気
や
嘔
吐
、

腹
痛
、
下
痢
な
ど
の
急
性
胃
腸
炎
症

状
や
、
麻
痺
な
ど
の
神
経
症
状
と
し

て
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

○
食
中
毒
予
防
の
三
原
則

　

細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
の
食
中

毒
は
、
食
品
内
に
食
中
毒
菌
が
い
な

い
か
、
い
て
も
食
中
毒
を
起
こ
す
量

で
な
け
れ
ば
、
発
生
し
ま
せ
ん
。
つ

ま
り
、
食
中
毒
菌
が
す
み
や
す
い
環

境
や
、
増
え
る
環
境
を
つ
く
ら
な
い

こ
と
が
、
予
防
の
基
本
で
す
。
食
中

毒
菌
を
「
つ
け
な
い
・
増
や
さ
な
い
・

や
っ
つ
け
る
」
の
三
原
則
で
食
中
毒

を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

○
食
中
毒
が
疑
わ
れ
た
ら

　

症
状
が
あ
ら
わ
れ
た
ら
、
自
己
判

断
で
下
痢
止
め
や
嘔
吐
止
め
の
薬
を

服
用
す
る
の
は
危
険
で
す
。

　

す
み
や
か
に
か
か
り
つ
け
医
で
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

問　

保
健
推
進
課  

保
健
予
防
係

　
　

☎
61
‐
２
４
０
０

○
集
団
が
ん
セ
ッ
ト
検
診
（
事
前
申

込
み
さ
れ
た
方
）

〇
日
時　

22
日
（
金
）、28
日
（
木
）、

29
日
（
金
）

〇
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

問　

保
健
推
進
課  

保
健
予
防
係

　
　

☎
61
‐
２
４
０
０

◇
成
人
検
診
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一
般
家
庭
か
ら
出
る
ご

み
で
市
で
収
集
で
き
な

い
ご
み
の
有
料
回
収

・
バ
ッ
テ
リ
ー

　
　
　
　
　

１
個　

１
，
５
０
０
円

・
バ
イ
ク　

　
　
　
　
　

１
台　

３
，
０
０
０
円

・
農
業
機
械
・
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
用
鉄

類
・
自
動
車
金
属
部
品
（
ホ
イ
ル
等
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

0
円

園
芸
用
の
土
及
び
砂

　
　
　
　
　

１
㎏
当
た
り　
　

50
円

　

な
お
、
そ
の
他
の
廃
棄
物
に
つ
き

ま
し
て
は
、
当
日
現
地
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法（
特

定
家
庭
用
機
器
再
商
品
化
法
）
対
象

品
目　

テ
レ
ビ
（
全
て
の
方
式)

・

洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
・
冷
蔵
庫
・

冷
凍
庫
・
エ
ア
コ
ン
、
薬
品
・
油
類

等
お
よ
び
産
業
廃
棄
物
に
つ
い
て
は

回
収
で
き
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。　
　

問　

生
活
環
境
課  

廃
棄
物
対
策
係

　
　
（
内
線
１
８
６
）

くらしの情報

  

子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

地
球
温
暖
化
パ
ネ
ル
展
示

　

市
で
は
、
環
境
月
間
の
6
月
2
日

か
ら
30
日
ま
で
岩
出
図
書
館
玄
関
ロ

ビ
ー
に
お
い
て
地
球
温
暖
化
パ
ネ
ル

の
展
示
を
行
い
ま
す
。
地
球
温
暖
化

防
止
の
推
進
の
た
め
に
は
、
行
政
・

事
業
者
は
も
と
よ
り
、
市
民
の
皆
様

広
告

　

市
で
は
収
集
で
き
な
い
廃
棄
物

（
粗
大
ご
み
と
し
て
回
収
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
も
の
等
）
を
有
料
で
回

収
す
る
機
会
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

　

実
施
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

○
日
時　

6
月
17
日(

日)

　
　
　
　

午
前
8
時
～
午
後
2
時

○
場
所　

市
民
総
合
体
育
館

　
　
　
　

北
側
駐
車
場　
　

○
主
な
引
取
り
品
目
及
び
料
金

・
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル

　
　
　
　
　

１
㎏
当
た
り
１
３
０
円

・
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　
　
　
　
　

１
㎏
当
た
り　
　

50
円

・
家
庭
用
消
火
器　

　
　
　
　
　

１
本　

１
，
０
０
０
円

・
タ
イ
ヤ
（
外
径
55
㎝
以
下
）

　
　
　
　
　

１
本　

１
，
５
０
０
円

　
（
外
径
75
㎝
以
下
）

　
　
　
　
　

１
本　

２
，
５
０
０
円

　
（
外
径
１
０
０
㎝
以
下
）

　
　
　
　
　

１
本　

３
，
５
０
０
円

・
物
干
し
台
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
台
）

　
　
　
　
　

１
台　

２
，
０
０
０
円

・
暖
房
用
機
械
器
具
な
ど
の
機
械
器

具
類
等

　
　
　
　
　

１
㎏
当
た
り　
　

0
円

の
協
力
が
必
要
で
地
域
社
会
の
全
て

の
構
成
員
が
参
画
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

環
境
月
間
、
環
境
の
日
を
契
機
と

し
て
、
ご
み
の
減
量
化
、
エ
ア
コ
ン

の
温
度
設
定
、
テ
レ
ビ
や
電
気
製
品

を
つ
け
っ
放
し
に
し
な
い
な
ど
、
市

民
一
人
ひ
と
り
の
身
近
な
地
球
温

暖
化
防
止
の
取
り
組
み
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
基
本
と
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
実
施
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問　

生
活
環
境
課　

生
活
環
境
係

　
　
（
内
線
１
８
２
）

犬
の
飼
い
主
の
責
任
に
つ

い
て

　

犬
の
好
き
な
人
ば
か
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

他
人
に
迷
惑
や
危
害
を
及
ぼ
す
こ

と
の
な
い
よ
う
周
囲
に
十
分
な
気
配

り
と
正
し
い
し
つ
け
が
必
要
で
す
。

①
「
う
ち
の
犬
は
お
と
な
し
い
か

ら
」
と
い
っ
て
放
し
飼
い
す
る
こ
と

は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
昼
夜
問
わ
ず
つ

な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。
散
歩
さ
せ

る
時
も
必
ず
リ
ー
ド
で
つ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

②
飼
い
主
は
、
犬
に
よ
る
危
害
や
迷

惑
を
防
止
す
る
た
め
、
適
切
な
し
つ

け
や
訓
練
を
し
ま
し
ょ
う
。

③
飼
い
主
は
、
ふ
ん
尿
、
そ
の
他
の

汚
物
を
適
切
に
処
理
し
て
、
清
潔
を

保
ち
、
周
辺
の
生
活
環
境
の
保
全
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

④ 

飼
い
主
は
、
飼
育
施
設
、
首
輪
、

く
さ
り
等
を
常
に
点
検
し
、
逸
走
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
万
一
逃
げ
出

し
た
場
合
に
は
、
飼
い
主
の
責
任
に

お
い
て
速
や
か
に
探
し
、
捕
獲
し
ま

し
ょ
う
。（
行
方
が
わ
か
ら
な
い
場

合
は
す
ぐ
に
、
生
活
環
境
課
又
は
岩

出
保
健
所
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。）

犬
の
飼
い
主
様
へ

○
犬
の
本
能
・
習
性
及
び
生
理
を
よ

く
理
解
し
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

○
家
族
の
一
員
と
し
て
愛
情
を
持
っ

て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

○
周
辺
の
人
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い

よ
う
責
任
を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ

う
。

○
最
期
ま
で
（
一
生
）
飼
い
ま
し
ょ

う
。

問　

生
活
環
境
課　

生
活
環
境
係

　
　
（
内
線
１
８
５
）
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ご
み
な
ど
の
野
焼
き
は

や
め
て
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な
い
も
の
」・「
た
き
火
な
ど
の
軽
微

な
も
の
」
な
ど
で
す
。
例
外
で
あ
っ

て
も
、
住
宅
地
に
近
い
場
所
で
は
、

風
向
き
や
時
間
帯
に
配
慮
す
る
な

ど
、
周
り
の
人
に
迷
惑
が
及
ば
な
い

よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
生
活
環
境
課　

生
活
環
境
係

　
　
（
内
線
１
８
５
）

岩
出
市
男
女
共
同
参
画

推
進
委
員
募
集

　

岩
出
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の

基
本
理
念
「
み
ん
な
が
共
に
活
き
る

ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
た
市
の
取
り

組
み
を
検
証
し
、
ご
意
見
を
い
た
だ

け
る
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
人
数 　

３
名

　

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

○
委
員
任
期　

　

平
成
30
年
7
月
（
予
定
）
か
ら

　

2
年
間

○
応
募
資
格

広
告

　

永な
が
む
ら村　

眞
ま
こ
と　

氏

問　

民
俗
資
料
館
☎
63
‐
１
４
９
９

み
ん
な
が
共
に
活
き
る

ま
ち
を
目
指
し
て

画
、
実
施
し
て
い
た
だ
け
る
団
体
を

募
集
し
ま
す
。

○
募
集
数　

1
事
業

○
対
象　

市
内
の
団
体

○
事
業
実
施
時
期　

　

平
成
31
年
2
月
末
日
ま
で

○
事
業
経
費
支
援　

5
万
円
以
内

　

事
業
経
費
支
援
内
訳
や
、
募
集
事

業
テ
ー
マ
、
内
容
の
詳
細
は
、
要
項

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
要
項
配
布　

市
長
公
室
窓
口
ま
た

は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
募
集
期
間　

6
月
1
日
（
金
）
～

　

7
月
11
日
（
水
）

申
・
問　

市
長
公
室　

男
女
共
同
参

画
担
当
（
内
線
１
１
８
）

募　

集

①
18
歳
以
上
の
岩
出
市
民

②
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
関
心
が

高
く
、
積
極
的
に
参
加
で
き
る
方

③
平
日
2
時
間
程
度
委
員
会
に
出

席
で
き
る
方
（
平
成
30
年
度
2
回

開
催
予
定
、
平
成
31
年
度
同
程
度
）

○
応
募
方
法　

①
住
所
②
氏
名
③
年

齢
④
性
別
⑤
電
話
番
号
⑥
応
募
動
機

を
記
入
し
、
メ
ー
ル
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
応
募
締
切
日

　

6
月
22
日
（
金
）
必
着

申
・
問　

市
長
公
室　

男
女
共
同
参

画
担
当
（
内
線
１
１
８
）

    FAX

　

63
‐
５
２
２
９

   E-m
ail　

koushitsu@
city.iw

ade.

lg.jp　

　

6
月
23
日
か
ら
6
月
29
日
ま
で
の

1
週
間
は
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

で
す
。

　

こ
の
男
女
共
同
参
画
を
よ
り
身
近

に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
事
業
を
企

　

野
焼
き(

ド
ラ
ム
缶
で
ご
み
を
燃

や
す
行
為
も
含
む)

は
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

野
焼
き
は
、
煙
や
悪
臭
の
ほ
か
、

有
害
物
質
を
発
生
さ
せ
る
可
能
性
が

あ
り
、
人
の
健
康
へ
の
悪
影
響
も
心

配
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
火
災
の
原
因

に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

野
焼
き
の
禁
止
の
例
外
は
、「
風

俗
慣
習
上
や
宗
教
上
の
行
事
」・「
農

業
、
林
業
を
営
む
た
め
に
や
む
を
得

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
お
知
ら
せ

【
ご
み
の
搬
入
時
間
】

・
月
～
金　

 
午
前
８
時
30
分
～
正
午

・
土
曜
日 　

午
前
８
時
30
分
～
午
後

　

３
時  （
事
業
系
ご
み
を
除
く
）

※
資
源
ご
み
分
別
区
分
の
「
そ
の
他

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
」「
衣
類
」
の

中
に
粗
大
ご
み
が
混
入
し
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。「
そ
の
他
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
」
に
は
ポ
リ
バ
ケ
ツ
や
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
お
も
ち
ゃ
・
衣
装

ケ
ー
ス
等
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
は

含
ま
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、「
衣
類
」

に
は
毛
布
、
布
団
、
枕
、
カ
ー
テ
ン

等
の
布
類
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

回収区域
不燃物回収日

（カン・ビン類）
資源ごみ

回収日

県道泉佐野岩出線

より東側の地域
 6日・20日

（第1・3水曜日）

毎週

金曜日

県道泉佐野岩出線

より西側の地域
13日・27日

（第2・4水曜日）

毎週

木曜日

6 月の不燃物と資源ごみの回収予定日

　

そ
の
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
衣
類
（
衣
服
）
は

指
定
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

一
般
家
庭
か
ら
の
畳
の
搬
入
は
、

1
日
に
つ
き
8
枚
ま
で
で
す
。

※
岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
廃
棄

物
を
自
己
搬
入
す
る
場
合
、「
持
ち

込
み
ご
み
申
請
書
」
へ
の
記
入
と
あ

わ
せ
て
、「
免
許
証
等
住
所
確
認
が

で
き
る
証
明
書
」
に
よ
る
住
所
の
確

認
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

※
当
日
の
午
前
8
時
ま
で
に
指
定
の

場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

生
活
環
境
課  

廃
棄
物
対
策
係

　
　
（
内
線
１
８
６
）

　
　

岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
62
‐
０
８
１
４ 　

空
き
地
等
雑
草
除
去
に

つ
い
て
お
願
い

　

空
き
地
等
に
雑
草
が
繁
茂
し
ま
す

と
、
住
環
境
や
健
康
に
悪
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
の
で
、空
き
地
の
所
有（
管

理
）
者
は
、
周
辺
に
迷
惑
が
か
か
ら

な
い
よ
う
に
責
任
を
持
っ
て
雑
草
除

去
を
行
っ
て
い
た
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　
生
活
環
境
課　

生
活
環
境
係

　
　
（
内
線
１
８
５
）
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成　

人　

講　

座

講
座
・
催
し

公
益
財
団
法
人
上
田
徳

一
・
千
代
子
育
英
奨
学
会

第
31
期
奨
学
生
募
集

○
募
集
期
間

　

６
月
１
日
～
９
月
28
日

○
対
象

　

岩
出
市
の
市
民
税
所
得
割
額
が
平

均
額
以
下
の
世
帯
（
平
均
額
は
8
月

下
旬
に
確
定
し
ま
す
）

○
提
出
書
類

①
奨
学
生
願
書

②
奨
学
生
志
願
者
の
在
学
す
る
学
校

　

の
推
薦
書

③
奨
学
生
志
願
者
の
家
族
の
平
成
30

　

年
度
（
平
成
29
年
分
）
課
税
証
明

　

書
④
奨
学
生
志
願
者
の
住
民
票
（
世
帯

　

全
員
の
も
の
）

※
願
書
は
、
岩
出
市
教
育
委
員
会
内

上
田
徳
一
・
千
代
子
育
英
奨
学
会
事

務
局
で
交
付
し
ま
す
。

○
提
出
方
法

　

奨
学
生
志
願
者
の
在
学
校
ま
た

は
、
卒
業
学
校
を
経
由
し
て
事
務
局

ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

○
給
・
貸
与
金
額
お
よ
び
採
用
人
数

①
高
等
学
校
奨
学
生
（
３
年
制
）

　

月
額
１
万
５
千
円
・
・
・
若
干
名

②
大
学
奨
学
生
（
短
期
大
学
を
除

く
）

　

月
額
３
万
円
・
・
・
・
・
若
干
名

※
た
だ
し
、
奨
学
金
を
給
・
貸
与
す

る
期
間
は
、
正
規
の
最
短
修
業
年
限

と
し
、
給
・
貸
与
を
受
け
た
奨
学
生

は
、
奨
学
金
の
半
額
を
償
還
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

○
選
考
方
法

　

第
１
次　

書
類
審
査

　

第
２
次　

筆
記
試
験

問　
上
田
徳
一
・
千
代
子
育
英
奨
学

　

会
事
務
局  

教
育
総
務
課
総
務
係

　
（
内
線
２
７
６
）

歴
史
講
座
を

　
　
　
　

開
催
し
ま
す

　

永な
が
む
ら村　

眞
ま
こ
と　

氏

問　

民
俗
資
料
館
☎
63
‐
１
４
９
９

○
演
題

「
ユ
ネ
ス
コ
」
～
平
和
に
つ
い
て
～

○
講
師　

　

和
歌
山
県
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
合
会

　

長　

元
和
歌
山
県
教
育
長　

　

山や
ま
ぐ
ち口　

裕ひ
ろ
い
ち市　

氏

○
日
時　

6
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
か
ら

○
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

３
階　

多
目
的
ホ
ー
ル

問　

生
涯
学
習
課  

生
涯
学
習
推
進

　

係
（
内
線
２
８
４
・
２
８
５
）

自
主
防
災
組
織
へ
の

補
助
制
度
を
拡
充
し
ま

し
た

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
際
は

地
域
に
お
け
る
「
自
助
・
共
助
」
が

重
要
で
す
。

　

地
域
で
の
自
主
的
な
防
災
活
動
を

促
進
す
る
た
め
、
以
下
の
事
業
に
つ

い
て
の
補
助
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
▽
地
域
防
災
活
動
事
業

○
内
容　

地
域
で
の
訓
練
、
講
師
を

招
い
て
の
講
演
会
、
研
修
会
や
啓
発

活
動
な
ど
に
要
す
る
経
費

○
補
助
額　

　

１
事
業
に
つ
き
上
限
２
万
円

　
▽
防
災
士
育
成
事
業

○
内
容　

自
主
防
災
組
織
に
所
属
す

る
方
が
資
格
取
得
に
要
す
る
教
材

　

雑
賀
衆
と
並
ぶ
根
来
衆
が
拠
点
と

し
た
根
来
寺
が
、
鎌
倉
時
代
に
生
み

出
し
育
ん
だ
真
言
宗
の
新
た
な
教
え

の
体
系
と
い
う
側
面
か
ら
、
そ
の
歴

史
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

○
日
時　

６
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
2
時
～
３
時
30
分

○
場
所　

民
俗
資
料
館　

　
　
　
　

２
階　

大
会
議
室

○
テ
ー
マ

　

中
世
の
真
言
宗
と
根
来
寺

○
講
師　

日
本
女
子
大
学
名
誉
教

授
、
根
来
寺
文
化
研
究
所
理
事

費
、
受
験
料
な
ど
の
経
費

○
補
助
額

　

一
人
に
つ
き
上
限
１
万
１
千
円

※
補
助
内
容
の
詳
細
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

本
制
度
は
、
自
主
防
災
組
織
を
対

象
と
し
て
い
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
を
設
立
さ
れ
て
い

な
い
皆
様
に
は
、
こ
れ
を
機
に
、
ぜ

ひ
、
設
立
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

問　

総
務
課
危
機
管
理
室

　
　
　
　
（
内
線
１
３
２
・
１
３
３
）

　

今
月
は
、｢

俳
画
ク
ラ
ブ｣

と
「
文

協
俳
句
会
」
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
展

示
で
す
。

　

多
く
の
皆
様
の
ご
来
館
を
、
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

○
期
間

・
俳
画
ク
ラ
ブ

　

６
月
3
日
（
日
）
～
15
日
（
金
）

・
文
協
俳
句
会

　

６
月
17
日
（
日
）
～
29
日
（
金
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

岩
出
市
文
化
協
会
に
よ

る
作
品
展
示

※
民
俗
資
料
館
の
入
館
時
間
は
、
午

後
４
時
30
分
ま
で
。
最
終
日
の
み
午

後
４
時
ま
で
の
展
示
で
す
。

○
場
所　

岩
出
市
民
俗
資
料
館

　
　
　
　

１
階　

企
画
展
示
室

○
休
館
日　

毎
週
火
曜
日

問　
岩
出
市
文
化
協
会
事
務
局　

　
　

生
涯
学
習
課
内

　
　
（
内
線
２
８
６
・
２
８
９
）

広
告
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6
月
1
日
は

﹁
人
権
擁
護
委
員
の
日
﹂

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

に
特
設
人
権
相
談
所
を
次
の
と
お
り

開
設
し
ま
す
。

○
日
時　

6
月
1
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

○
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

3
階　

A
会
議
室

問　

福
祉
課  

人
権
啓
発
係

　
　
（
内
線
３
３
６
）　

﹁
子
ど
も
の
人
権
Ｓ
Ｏ
Ｓ

ミ
ニ
レ
タ
ー
﹂
を
知
っ

て
い
ま
す
か
？

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
が
い

じ
め
や
暴
力
な
ど
子
ど
も
た
ち
の
悩

み
や
困
り
事
の
相
談
に
答
え
る
活
動

と
し
て
、
6
月
に
全
国
の
小
中
学
校

を
通
じ
て
ミ
ニ
レ
タ
ー
を
配
布
し
ま

す
。

　

こ
の
ミ
ニ
レ
タ
ー
は
便
箋
と
封
筒

が
一
緒
に
な
っ
て
い
ま
す
。
送
ら
れ

て
き
た
手
紙
は
、希
望
す
る
方
法（
手

紙
・
電
話
）
で
直
接
返
事
を
し
ま
す
。

　

Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
発
信
で
き
る
ル
ー
ト
は

少
し
で
も
多
く
、
子
ど
も
の
人
権
が

守
ら
れ
る
よ
う
皆
さ
ん
に
も
知
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

問　

福
祉
課  

人
権
啓
発
係

　
　
（
内
線
３
３
６
）

お
知
ら
せ

　

み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世
紀

～
考
え
よ
う　

相
手
の
気
持
ち

　
　

育
て
よ
う　

思
い
や
り
の
心
～

　

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法

が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。
こ
の
日
に

ち
な
み
、
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
で
は
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
と
定
め
、
人
権
を
尊
重
す

る
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

岩
出
市
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
次

の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

　

西
岡　

正
光　

  （
岡
田
）

　

宮
本　

芳
子　

  （
岡
田
）

　

家
原　

護　

  　
（
原
）

　

村
中　

隆
子　

  （
山
）

　

松
尾　

隆　
  　

（
根
来
）

　

田
宮　

ふ
み
子
（
根
来
）

　

藤
原　

正
章 　

 （
野
上
野
）

　

奥　
　

シ
ゲ
コ
（
南
大
池
）

　

毎
月
第
２
火
曜
日
（
６
月
を
除

く
）
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま

で
、
岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

公
開
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
講
座
内
容
は
、
ふ
た
り
に

一
人
が
﹃
が
ん
﹄
に
な
る
現
代
に
お

き
ま
し
て
、「
消
化
器
が
ん
に
つ
い

て
」・「
が
ん
患
者
さ
ん
・
ご
家
族
の

支
援
に
つ
い
て
」・「
在
宅
医
療
に
つ

い
て
」
の
3
点
に
つ
い
て
講
演
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
講
演
後
に
は
講
演

内
容
に
沿
っ
た
ご
質
問
に
お
答
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
皆
様
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
お
気
軽
に
お
越

し
下
さ
い
。

　

予
約
不
要
・
参
加
費
無
料
で
す
。

皆
様
の
お
越
し
を
心
か
ら
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

○
日
時　

6
月
23
日
（
土
）

　

午
後
1
時
30
分
か
ら
午
後
3
時
30

分
ま
で

○
場
所　

岩
出
市
民
総
合
体
育
館

　
　
　
　
　

小
ホ
ー
ル 

○
内
容

①
消
化
器
が
ん
の
緊
急
症　

　

公
立
那
賀
病
院　

外
科
兼
救
急
科

　

医
長　

山や
ま
ぞ
え添　

真し
ん
じ志　

氏

②
が
ん
と
共
に
生
き
る  

～
支
え
合

い
の
場
所
～　

　

公
立
那
賀
病
院　

中
央
放
射
線
科

技
師
長
補
佐   

野の
か
み上　

哲て
つ
や也　

氏

③
が
ん
に
な
っ
て
も
住
み
な
れ
た
家

で
～
在
宅
医
療
の
話
～

　

医
療
法
人
甃
友
会  

安
川
診
療
所  

院
長 　

安や
す
か
わ川　

 

修し
ゅ
う
　

氏

問　

公
立
那
賀
病
院　

医
事
課　

が

　

公
立
那
賀
病
院
で
は
、
市
民
の

方
々
に
当
病
院
で
行
っ
て
い
る
が
ん

診
療
に
つ
い
て
広
く
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
定
期
的
に
市
民

﹁
第
41
回
那
賀
地
区
市
民

公
開
講
座
﹂
開
催

大
人
の
た
め
の
絵
本
の

読
み
語
り

　

岩
出
図
書
館
で
ゆ
っ
た
り
過
ご
し

ま
せ
ん
か
？

○
日
時　

7
月
2
日
（
月
）

　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

○
場
所　

岩
出
図
書
館
大
会
議
室

○
読
み
手　

朗
読
グ
ル
ー
プ
「
岩
出

や
よ
い
会
」
の
皆
さ
ん

☆
予
約
不
要

○
一
時
保
育　

5
名　

利
用
時
間

午
前
10
時
15
分
～
正
午　

　

対
象　

満
1
歳
～
就
学
前
の
児
童

（
先
着
順
、
岩
出
市
民
優
先
）

　

一
時
保
育
の
利
用
に
は
、
事
前
申

込
が
必
要
で
す
。

　

6
月
6
日
（
水
）
午
前
10
時
か
ら

受
付
開
始
。
申
込
期
限
6
月
27
日

図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
又
は
電
話
で
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

申　

岩
出
図
書
館　

62-

７
２
２
２

問　

市
長
公
室　

男
女
共
同
参
画
担

当
（
内
線
１
１
８
）

ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
運
営
事
務
局

☎
０
７
３
６
‐
７
７
‐
２
０
１
９

広
告

（2 階建て以下、延床面積 400㎡以下）
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岩
出
警
察
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

　
「
近
年
発
生
の
特
殊
詐
欺
の
手
口

に
つ
い
て
」

　

現
在
、
和
歌
山
県
内
に
お
い
て
、

色
々
な
手
口
の
特
殊
詐
欺
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
特
に
多
い
の
が
、

○
オ
レ
オ
レ
詐
欺

○
還
付
金
詐
欺

○
架
空
請
求
詐
欺　

の
３
つ
で
す
。

　

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
も
、
ま

ず
、
知
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ

う
。

○
息
子
を
騙
る
オ
レ
オ
レ
詐
欺

　

息
子
を
名
乗
る
者
か
ら
「
ビ
ッ
ト

コ
イ
ン
（
仮
想
通
貨
）
を
購
入
し
た

が
、
損
失
が
出
て
し
ま
っ
た
の
で

助
け
て
ほ
し
い
」「
新
し
い
会
社
を

くらしの情報

落
書
き
は
犯
罪
で
す

～
器
物
損
壊
罪
に
な
り

ま
す
～

　

ま
ち
で
落
書
き
を
見
か
け
る
と
、

私
た
ち
の
心
も
汚
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
、
と
て
も
気
分
が
悪
い
も
の
で

す
。
ま
し
て
、
そ
の
落
書
き
が
自
分

の
悪
口
で
、
た
く
さ
ん
の
人
の
目
に

見
え
る
場
所
に
書
か
れ
て
い
た
ら
、

ど
ん
な
気
持
ち
に
な
る
で
し
ょ
う

か
。

　

落
書
き
は
犯
罪
で
す
。
人
の
心
を

傷
つ
け
る
落
書
き
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

　

も
し
そ
の
よ
う
な
落
書
き
を
見
つ

け
た
時
は
、
福
祉
課
人
権
啓
発
係
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　

福
祉
課　

人
権
啓
発
係

　
　
（
内
線
３
３
６
）　

　

相　

談

 

お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

　

の
他
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
。

・
使
用
者
多
数
の
場
合
は
、
入
場
制

　

限
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問　

総
合
体
育
館
☎
62
‐
０
３
７
０

総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

で
遊
ぼ
う

○
日
時　

６
月
2
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

○
種
目　

卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

○
入
場
料　

無
料

○
注
意
事
項

・
ア
リ
ー
ナ
使
用
に
は
上
履
き
が
必

　

要
で
す
。

・
使
用
中
の
け
が
な
ど
に
つ
い
て
は

　

応
急
手
当
の
み
行
い
ま
す
が
、
そ

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
農
薬

防
除
補
助

　

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
（
ス
ク
ミ
リ
ン

ゴ
ガ
イ
）
に
よ
る
水
稲
へ
の
被
害
が

毎
年
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

被
害
を
抑
制
す
る
た
め
、
市
指
定

の
農
薬
を
購
入
す
る
方
に
対
し
費
用

の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問　

産
業
振
興
課　

農
林
係

　
　
（
内
線
２
４
４
・
２
４
５
）　

設
立
す
る
の
で
お
金
を
貸
し
て
ほ
し

い
」
等
の
電
話
が
き
て
、
和
歌
山
県

外
の
駅
付
近
ま
で
誘
導
さ
れ
、「
息

子
の
知
人
」
や
「
弁
護
士
」
を
名
乗

る
者
に
現
金
を
手
渡
す
と
い
っ
た
詐

欺○
市
役
所
職
員
を
騙
る
還
付
金
詐
欺

　

市
役
所
職
員
を
騙
る
者
か
ら
「
保

険
料
の
還
付
金
が
あ
る
」
等
の
電
話

が
き
て
、
近
く
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
く
よ

う
誘
導
さ
れ
、
お
金
を
振
り
込
ま
せ

る
と
い
っ
た
詐
欺

○
は
が
き
等
送
付
に
よ
る
架
空
請
求

詐
欺

　
「
訴
訟
最
終
告
知
」
等
と
記
載
さ

れ
た
は
が
き
が
送
ら
れ
、
そ
の
は
が

き
に
記
載
の
連
絡
先
に
電
話
さ
せ
、

「
期
限
が
迫
っ
て
い
る
」
等
で
冷
静

に
考
え
る
時
間
を
与
え
な
い
ま
ま
、

お
金
を
振
り
込
ま
せ
る
と
い
っ
た
詐

欺
　

最
近
の
手
口
は
、
コ
ン
ビ
ニ
で

ビ
ッ
ト
キ
ャ
ッ
シ
ュ
（
電
子
マ

ネ
ー
）を
購
入
さ
せ
、購
入
し
た
ビ
ッ

ト
キ
ャ
ッ
シ
ュ
の
Ｉ
Ｄ
を
教
え
る
と

い
っ
た
手
口
で
す

　

以
上
の
内
容
が
特
に
多
い
特
殊
詐

欺
の
手
口
な
の
で
、
こ
の
よ
う
に
お

金
を
要
求
す
る
電
話
が
あ
れ
ば
一
人

で
判
断
せ
ず
、
家
族
や
友
人
若
し
く

は
岩
出
警
察
署
に
必
ず
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

問　

岩
出
警
察
署
☎
63
‐
０
１
１
０

建築士による木造耐震診断がえっ！
※件数に限りがあります。

　　　　　問　都市計画課（内線 222）

対象住宅：　　　　　　　　　　　に建築された木造住宅

～対象住宅が拡充されました～
平成 12 年 5 月以前

☆そのほか、住宅の耐震化に関する補助制度が盛りだくさん！まずは、お気軽にお問い
　合わせください！耐震ベッド・耐震シェルター設置工事の補助などもあります！

（2 階建て以下、延床面積 400㎡以下）
対象住宅：　　　　　　　　　　　に建築された木造住宅

無料！

出
張
相
談
会
の
ご
案
内

○
内
容　

若
者
就
職
相
談

　
　
　
　
（
相
談
料
無
料
）

○
日
時　

日
程
等
、
電
話
に
て
ご
予

約
が
必
要
で
す
。

○
場
所　

那
賀
振
興
局

　
　
　
　
（
岩
出
市
高
塚
２
０
９
）

　
　
　
　

ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
紀
ノ
川　

　
　
　
　
（
岩
出
市
野
上
野
97
）

○
対
象　

15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
若

者
と
そ
の
ご
家
族

　

個
別
相
談
・
職
場
体
験
・
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
講
座
等
を
通
じ
て
就
労
ま
で

支
援
し
ま
す
。
ま
ず
は
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問　

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

き
の
か
わ
（
厚
生
労
働
省
と
和
歌
山

県
協
働
設
置
）

☎
０
７
３
６
‐
33
‐
２
９
０
０

　

橋
本
市
市
脇
１
‐
１
‐
６　

Ｊ
Ａ

橋
本
支
店
ビ
ル
２
Ｆ

  

子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

 

大
会
結
果
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岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

岩
出
市
ペ
タ
ン
ク
協
会

３
月
定
例
会

○
日
時　

3
月
27
日
（
火
）

○
場
所　

大
宮
神
社
境
内
練
習
場

優
勝　

小
原
尚
志
・
藤
田
妙
子　
　

　
　
　

辻
敏
美

２
位　

田
和
順
子
・
大
島
瞭
子

　
　
　

吉
田
福
子

３
位　

大
塚
勲
・
大
津
留
紀
之

　
　
　

福
田
守

※
岩
出
市
ペ
タ
ン
ク
協
会
所
属

みんなで手話を学ぼう！

①「優しい」…両手親指と 4 指の指先をむ
かいあわせ、指を柔らかく上下する。

今月は「優しい」「厳しい」です。

②「厳しい」…右手親指と人差し指で、左手
甲をつねるように回す。

① ②

平成 30 年工業統計調査を実施します
　工業統計調査は、我が国の工業の実態を明らかにすることを目的とし

た統計法に基づく報告義務がある重要な統計です。調査結果は中小企業

施策や地域振興などの基礎資料として利活用されます。

　調査時点は平成 30 年 6 月 1 日です。調査票へのご回答をお願いいた

します。

経済産業省・都道府県・市区町村

第
28
回
紀
南
青
少
年
兼

第
35
回
紀
南
ジ
ュ
ニ
ア

選
手
権
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会

○
日
時　

３
月
25
日
（
日
）

○
場
所　

新
宮
市
立
総
合
体
育
館

新
宮
市
立
王
子
ヶ
浜
小
学
校
体
育
館

新
宮
市
蓬
莱
体
育
館

▽
小
学
生
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

３
位　

山
本
遥
希

▽
小
学
生
男
子
ダ
ブ
ル
ス

３
位　

山
本
遥
希

　
　
　

岩
田
司

▽
小
学
生
新
入
団
女
子
ダ
ブ
ル
ス

２
位　

長
谷
川
志
乃

　
　
　

鉄
沢
ひ
か
り

▽
小
学
生
低
学
年
女
子
ダ
ブ
ル
ス

３
位　

山
本
陽
世

　
　
　

三
毛
菜
愛

▽
小
学
生
高
学
年
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

３
位　

𠮷
川
真
央

▽
中
学
生
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

２
位　

田
村
悦
希

▽
中
学
生
男
子
ダ
ブ
ル
ス

３
位　

田
村
悦
希

　
　
　

田
中
将
人

▽
中
学
生
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

１
位　

髙
垣
凜
乃

▽
中
学
生
女
子
ダ
ブ
ル
ス

２
位　

藤
井
七
海

　
　
　

髙
垣
凜
乃

※
岩
出
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
所
属

２
位　

岩
出
Ｓ
Ｐ
Ｃ　

中
谷
理
菜

３
位　

那
賀
高　

和
久
も
も
香

３
位　

岩
出
Ｓ
Ｐ
Ｃ　

上
野
は
る
菜

▽
３
人
団
体
Ｗ
戦
の
部

１
位　

岩
出
Ａ

　
　
　
（
小
林
・
坂
部
・
上
野
）

２
位　

岩
出
Ｄ

　
　
　
（
薮
谷
・
小
熊
・
中
前
）

３
位　

岩
出
Ｃ

　
　
　
（
安
積
・
下
山
・
中
田
）

３
位　

村
山
チ
ー
ム

　
　
　
（
田
原
・
村
山
・
横
山
）

▽
中
学
生
男
子

１
位　

岩
出
第
二
中　

前
田
宙
星

２
位　

岩
出
第
二
中　

野
上
翔

３
位　

岩
出
第
二
中　

出
水
哉
瑠

３
位　

岩
出
第
二
中　

小
川
凌

▽
中
学
生
女
子

１
位　

岩
出
第
二
中　

森
優
菜

２
位　

岩
出
第
二
中　

松
嶋
な
ゝ
華

３
位　

岩
出
第
二
中　

東
野
友
美

３
位　

岩
出
第
二
中　

宇
留
賀
鈴
音

▽
小
学
６
年
生
以
下
男
女

１
位　

岩
出
Ｓ
Ｐ
Ｃ　

南
方
ひ
な
た

２
位　

岩
出
Ｓ
Ｐ
Ｃ　

木
村
孔
之
介

３
位　

岩
出
Ｓ
Ｐ
Ｃ　

𠮷
野
雅
矢

３
位　

岩
出
Ｓ
Ｐ
Ｃ　

靏
谷
仁
志

▽
小
学
４
年
生
以
下
男
女

１
位　

岩
出
Ｓ
Ｐ
Ｃ　

太
田
優
奈

２
位　

岩
出
Ｓ
Ｐ
Ｃ　

吉
冨
一
花

３
位　

岩
出
Ｓ
Ｐ
Ｃ　

山
本
健
人

３
位　

岩
出
Ｓ
Ｐ
Ｃ　

芝
蛍
斗

※
岩
出
市
卓
球
協
会
主
催

▽
中
学
生
男
子
の
部

１
位　

岩
出
第
二
中
Ｂ

２
位　

岩
出
第
二
中
Ｃ

３
位　

岩
出
Ｓ
Ｐ
Ｃ
Ｂ

３
位　

岩
出
第
二
中
Ｄ

▽
中
学
生
女
子
の
部

１
位　

岩
出
第
二
中
Ｂ

２
位　

岩
出
第
二
中
Ａ

３
位　

岩
出
中
Ａ

３
位　

岩
出
第
二
中
Ｃ

《
個
人
戦
》

▽
高
校
・
一
般
男
子
の
部

１
位　

Ｋ
Ｔ
Ｃ　

前
岡
篤
輝

２
位　

岩
出
Ｓ
Ｐ
Ｃ　

加
藤
直
紀

３
位　

那
賀
高　

原
塚
拓
巳

３
位　

岩
出
Ｓ
Ｐ
Ｃ　

脇
地
伸
幸

▽
高
校
・
一
般
女
子
の
部

１
位　

個
人　

牧
野
日
菜

○
日
時　

3
月
18
日
（
日
）

○
場
所　

市
民
総
合
体
育
館

《
団
体
の
部
》

▽
高
校
・
一
般
男
子
の
部

１
位　

Ｋ
Ｔ
Ｃ

２
位　

岩
出
Ｓ
Ｐ
Ｃ  

３
位　

那
賀
高
Ａ

３
位　

岩
出
第
二
中
Ａ

▽
高
校
・
一
般
女
子
の
部

１
位　

岩
出
Ｓ
Ｐ
Ｃ

２
位　

Ｉ
Ｔ
Ｓ

３
位　

那
賀
高
校
Ｂ

３
位　

那
賀
高
校
Ａ

大
会
結
果

第
12
回
岩
出
市
市
民
卓

球
大
会
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〔住所〕〒649‐6211　岩出市東坂本672

〔電話〕62-4029　〔FAX〕63-2570　

〔HP〕http://www.w-botanicalgarden.jp

緑 花 セ ン タ ー

の お 知 ら せ

緑緑 花花

のの

6月の休園日

【展示会】
6月9日(土)、10日(日) 山草展 9:00～17:00（最終日16:30まで） 即売あり
6月16日(土)、17日(日) 古典植物と山野草展 9:00～17:00（最終日16:30まで） 即売あり
6月23日(土)、24日(日) 野生ラン展 9:00～17:00（最終日16:30まで） 即売あり
6月30日(土)、7月1日 (日) 古典植物と山野草展 9:00～17:00（最終日16:30まで） 即売あり
7月8日(日) 寒らん・春らん新芽と柄物展 9:00～15:45 即売あり

【教　室】
6月24日(日) アジサイの剪定教室 9:30～12:00、参加費300円、事前申込要

【イベント】
7月7日(土)～7月29日(日) 園内花と緑の写真コンテスト（応募受付）参加費200円

5日(火),12日(火),
19日(火),26日(火)

6 月の花ごよみ…アジサイ、ルピナス、ジキタリス、ハナショウブ、ハス

  

子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

　岩出市地域活動連絡協議会は、子ども達の健全育成を願

い地域ぐるみで活動している組織です。お互いの親睦をは

かりながら、地域社会における子ども会の運営について協

議するとともに、相互の連絡提携を図ることを目的に活動

しています。普段は、子ども会それぞれで活動することが

多いですが、全体の事業として、ドッジボール大会やキャ

ンプなどを合同で開催しています。昨年行われた岩出市

ドッジボール大会では、多くの子ども会が参加し、優勝し

たチームは、岩出市代表として県のドッジボール大会に出

場しました。地域に子ども会があり加入されていない、子

　　岩出市地域活動連絡協議会（父母子ども会）の紹介

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子どもを育てて大人も成長しよう！

ども会を結成したいという場合は、事務局にお問い合わせ

ください。

★ジュニア・シニアリーダー募集
　地域活動連絡協議会では、子どもたちにイベントやレク

リエーションゲームの中で指導してくれるなど活躍してく

れるジュニア・シニアリーダーを募集しています。

　岩出市に在住の中・高校生の方で興味がある方は事務局

にお問い合わせください。　

問　岩出市地域活動連絡協議会事務局（生涯学習課内）

　　（内線２８５）

▲ドッジボール大会の様子 ▲合同キャンプの様子

生涯学習課　青少年女性係　☎ 62-2141（内線 282・283）

青少年健全育成 コーナー

早朝開園のご案内…6 月 30 日（土）、7 月 1 日（日）、7 日（土）、8 日（日）各日午前 7 時より開園



PB

問　 保健推進課  保健予防係

　　 ☎ 61-2400

乳幼児健康診査

■ 4 か月児（平 30 年 2 月生）
受付時間 13:00 ～ 13:15

    25 日（月）・26 日（火）

■ 7 か月児（平成 29 年 11 月生）
    19 日（火）・20 日（水）

■ 1 歳 8 か月児

    13 日（水）・ 27 日（水） 

受付時間 13:00 ～ 13:30
■ 3 歳 6 か月児

    8 日（金）・15 日（金） 

受付時間 9:00 ～ 9:30
■ 10 か月児

    13 日（水）・ 27 日（水）

乳幼児健康相談

■ 2 歳 6 か月児

    8 日（金）・15 日（金）

栄養教室（離乳食）
受付時間 9:45 ～ 10:00

    19 日（火）

内容：栄養指導、育児指導

場所：総合保健福祉センター

乳幼児保健事業予定表

6 月

育て子
コーナー

み
ん
な
あ
つ
ま
れ

　
　
　
　

い
わ
で
っ
子

7 月 対         象 あそび 時間 場所 定員

  9 日（月）

23 日（月）

２歳児
（平成 27 年 4 月 2 日生
～平成 28 年 4 月 1 日生）

水・プール遊び
午前10時30分

　～11時30分

総合保健福祉

センター

各

15 組

  6 日（金）

20 日（金）

１歳児
（平成 28 年 4 月 2 日生
～平成 29 年 4 月 1 日生）

各

10 組

 10 日（火）

24 日（火）

0 歳児
（平成 29 年 4 月 2 日生

以降）

各

10 組

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
、
み
ん
な
で
楽
し
い
ひ
と
時

が
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
ふ
れ
あ
い
遊

び
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

○
受
付
開
始
日

・
2
歳
児
︙
6
月
13
日
（
水
）
～　

・
1
歳
児
︙
6
月
14
日
（
木
）
～　

・
0
歳
児
︙
6
月
15
日
（
金
）
～　

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
終
了
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

申
・
問　

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
61
‐
２
９
８
３

（平成 28 年 10 月生）  

（平成 26 年 11 月生）

（平成 29 年 7 月生）

（平成 27 年 11 月生）

　　　　　　　　（予約制）

子
育
て
ひ
ろ
ば

　
　
　
　
　

あ
い
あ
い

岩
出
市
母
子
保
健
推
進
員
に
よ
る

♪
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
お
母
さ
ん
、
お

　

友
だ
ち
を
探
し
て
い
る
お
母
さ
ん

　

出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か

♪
子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
お
母
さ　

　

ん
、
お
父
さ
ん
、
話
し
て
み
ま
せ

　

ん
か

♪
自
分
の
子
ど
も
と
同
じ
年
齢
の
お

　

友
達
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か

♪
違
う
年
齢
の
お
友
達
と
一
緒
に
遊

　

ん
で
み
ま
せ
ん
か

♪
様
々
な
子
育
て
情
報
を
発
信
し
た

　

い
人
、
受
信
し
た
い
人
、
ご
自
由

　

に
ど
う
ぞ

♪
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
手
遊
び
も

　

す
る
よ
！

○
日
時　

6
月
13
日
（
水
）

　

午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

　
（
こ
の
時
間
中
で
し
た
ら
、
自
由

　

に
入
室
・
退
出
で
き
ま
す
。）

※
毎
月　

第
2
水
曜
日

　

気
持
ち
に
ゆ
と
り
を
持
て
ば
、
子

育
て
も
楽
し
く
な
り
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
の
た
め
に
簡
単
ク
ッ
キ

ン
グ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
！

〇
日
時　

6
月
27
日
（
水
）

         　
　

午
前
10
時
～
正
午

〇
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
講
師　

浅あ
さ
ざ
わ澤　

惠
め
ぐ
み

氏

〇
対
象　

子
育
て
中
の
保
護
者

〇
定
員　

15
組

○
1
歳
以
上
一
時
保
育
あ
り

　

希
望
の
方
は
、
6
月
4
日
（
月
）

か
ら
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
受
付
時
間
は
午
前
9
時
～
午
後

5
時
ま
で
。

申
・
問　

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
61
‐
２
９
８
３

簡
単
ク
ッ
キ
ン
グ
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○
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

3
階　

小
ホ
ー
ル

○
持
ち
物

　

お
子
さ
ん
に
必
要
な
物
（
飲
み
物

は
、
お
茶
の
み
可
）

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問　

保
健
推
進
課  

保
健
推
進
係

　
　

☎
61
‐
２
４
０
０

☆
子
育
て
支
援
サ
イ
ト
☆

　

市
の
子
育
て
支
援
サ
イ
ト
で

は
、
子
育
て
支
援
・
サ
ー
ビ
ス

情
報
や
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
等
を

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
お
子

さ
ま
の
お
写
真
を
掲
載
す
る

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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①氏名（ふりがな）②生年月日  ③住所  ④電話番号  ⑤メールアドレス⑥メッセージ（30 文字以内）を記載の上、写真データ

（1MB 以上）を添付しメールでご応募ください。8 月号掲載の締切は 6 月 22 日（金）です。応募多数の場合は抽選とさせてい

ただきますので、ご了承ください。　■あて先　市長公室　市民ふれあい係　koushitsu@city.iwade.lg.jp　

いわで
っ子

3 歳 ま で の お 子 さ
んの写真を

大募集！

岩出市内の

※年齢は申込み時の年齢です。

ちゃん（2 歳 5 ヵ月） ちゃん（5 ヵ月）

◆ニコニコ笑顔が可愛い
ね。優しい男の子に成長
してね。

◆壮麻がいてくれて毎日
が楽しいよ。元気で優し
い子に育ってね。

◆ビッグになります♪

光
こ う い ち ろ う

一郎 壮
そ う ま

麻 　壱
か ず お み

臣 ちゃん（8 ヵ月）

  

子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

　子どもの養育状況を確認するために、6 月に現況届の提出が必要です。

　児童手当を受給されている方は、6 月 4 日から 6 月 15 日までの間に、児童手当現況届をお忘れのないよう提出し

てください。（郵送可）

　現況届の通知は 5 月下旬ごろに子育て支援課から送付いたします。未提出の場合、受給資格があっても、6 月分以

降の児童手当が受けられなくなりますので必ず提出してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問　子育て支援課  児童福祉係（内線 324）

児童手当の現況届（更新手続き）の提出はお早めに！

平成 30 年度学童保育夏休み入所者募集
　夏休み期間中、保護者が働いている間や日中保育ができ

ない家庭等の児童を対象に、次のとおり学童保育の受付を

行います。

○利用期間　7 月 21 日（土）～ 9 月 1 日（土）

○利用料　　17,600 円（1 日でも利用があれば全額必要

　　　　　　になります）

　【受付】

○日時　6 月 18 日 ( 月 ) から 6 月 29 日 ( 金 ) まで

　午前 8 時 45 分から午後 5 時 30 分まで（※土日を除く）

○場所　岩出市役所　子育て支援課

○必要書類
　・申込書

　・保護者（父母）の保育を必要とする書類

　・児童手当からの徴収申出書

　・減免申請書（対象者のみ）

　※提出時は、印鑑をご持参ください。

　※郵送での申込みも可能です。（期間内消印可）

　※希望者が定員を超える場合は、保育の必要性を審査し

　　て入所者を決定します。

○対象児童　小学 1 年生から 6 年生

○申込書配布
・子育て支援課

・市ウェブサイトからダウンロード可

※詳しくは、市ウェブサイトをご覧ください。　　　　　

　　　

　　　　問　子育て支援課　子育て支援係（内線 356）
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相談 日時 内容 問い合わせ先

消費生活相談
（岩出市開設）

5日（火）・19日（火）
午後1時～4時

岩出市役所
 2階  第7会議室

　悪質商法によるトラブルや架空請
求、貸金業者からの借金問題などの消
費者問題についてご相談ください。
　紀の川市開設日もご利用いただけ
ます。

市長公室
☎61-6966

消費生活相談
（紀の川市開設）

13日（水）・27日（水）
午後1時～4時

紀の川市役所南別館
2階　相談室（小）

紀の川市商工労
働課☎79-3919

行政相談
20日（水）
午後1時～3時

桜台地区公民館
第1会議室

　行政サービスに関する苦情、行政の
仕組みや手続き等、どんなことでもお
気軽にご相談ください。

市長公室
（内線119）

教育相談
月～金曜日
午前8時45分～
　　 午後5時30分

○スクールカウンセラー
　・山崎小学校・山崎北小学校
　・上岩出小学校
　・岩出中学校・岩出第二中学校
○スクールソーシャルワーカー
　・岩出中学校・岩出第二中学校
○岩出市青少年センター

　岩出市内の小中学生や保護者の方
を対象に、学習や生活、不登校や子育
て等教育全般に関する相談を受け付
けています。

・在籍の小中学校
・青少年センター
  ☎61-7007

・教育総務課
 （内線367）

○適応指導教室「フレンド」
　岩出市内の小中学校に在籍する児
童生徒の、不登校や子育てに関する相
談を受け付けています。

適応指導教室 
☎62-0892

子育て相談

月～金曜日
午前9時～午後5時

和歌山県立医科大学
小児成育医療支援室 　子育ての悩みなどの相談を受け付

けています。電話で相談後、相談内容
で面談が必要であれば、予約日を決め
て来院していただきます。

和歌山県立医科
大学小児成育医
療支援室
☎073-441-0808
☎073-441-0826

毎週木曜日
午後2時～4時

公立那賀病院（問い合わせは、和
歌山県立医科大学小児成育医療
支援室へ）

健康相談
毎週月曜日
午前9時30分～11時

総合保健福祉センター 健康や育児等について
保健推進課
☎61-2400

こうのとり相談

医師と相談 那賀振興局健康福祉部相談室 不妊専門医による面接相談（予約制） 那賀振興局健康
福祉部保健福祉
課☎61-0049

月～金曜日
午前9時～午後5時45分

電話相談 保健師による電話相談

ふれあい相談 毎週月曜・金曜日
午前9時～午後4時

総合保健福祉センター

家事（離婚、相続、遺言、夫婦関係等）・
事故・民事（破産・損害賠償等）・労働問
題など

社会福祉協議会
☎63-3246

ふれあい専門
相談

第3火曜日
午後1時～4時

税務相談

第4火曜日
午後1時～4時

民事・登記相談

岩出市役所☎ 62-2141（代）

困 ったときは

こちらまで

相談してください困6
月

場所

人
権
を
考
え
る
つ
ど
い
発
表
作
文
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戦
争
で
う
ば
わ
れ
る
命

（学年は発表当時の学年です。）
山崎北小学校 5 年

3/8回

小
中
学
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

人
権
を
考
え
る
つ
ど
い
発
表
作
文

　

戦
争
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
観
て
、「
戦
争

は
、
絶
対
に
し
て
は
い
け
な
い
こ

と
」
と
、
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

　

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
勝
っ
て
も
負

け
て
も
多
く
の
犠
牲
者
が
出
る
か
ら

で
す
。
そ
し
て
そ
の
多
く
の
犠
牲
者

の
一
人
ひ
と
り
に
「
夢
」「
希
望
」「
家

族
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
大
事
な
も

の
全
て
を
奪
っ
て
し
ま
う
戦
争
は
、

き
ら
い
で
す
。

　

も
し
私
が
戦
争
を
し
て
い
る
時
代

に
生
ま
れ
、
空
襲
で
家
族
や
友
達
を

失
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
相
手
の
国
を

一
生
き
ら
い
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
で
収
ま
れ
ば
良
い
け
れ

ど
、
悲
し
み
と
怒
り
で
仕
返
し
を
し

て
し
ま
う
か
ら
戦
争
が
続
く
し
、
犠

牲
者
が
ふ
え
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

本
な
ど
で
「
お
国
の
た
め
に
」
と

出
て
き
ま
す
が
、
私
は
そ
れ
が
本
当

に
お
国
の
た
め
だ
と
は
思
い
ま
せ

ん
。
た
く
さ
ん
の
犠
牲
者
、
家
族
を

失
っ
た
人
が
い
ま
す
。
戦
争
中
、
戦

地
に
い
る
人
、
そ
の
帰
り
を
待
つ

人
、
多
く
の
人
が
口
に
は
出
せ
ず
心

の
中
で
「
戦
争
な
ん
か
早
く
終
わ
っ

て
ほ
し
い
。」
と
思
っ
て
い
た
は
ず

で
す
。

　

戦
争
の
こ
と
に
つ
い
て
、
母
に
聞

い
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
母
は
、
私

の
ひ
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
ひ
い
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
書
い
た
手
紙
を
出
し
て

き
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
手
紙
は
母

が
小
学
四
年
生
の
時
、「
一
つ
の
花
」

で
戦
争
に
つ
い
て
学
ん
だ
時
の
も
の

で
し
た
。

　

ひ
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
手
紙
に

は
、
戦
争
で
兵
隊
と
し
て
中
国
に
い

た
時
、
戦
友
の
戦
死
を
目
の
当
た
り

に
見
た
時
の
こ
と
、
な
ぜ
戦
争
が
起

こ
る
の
か
、
な
ぜ
人
と
人
と
が
殺
し

合
う
の
か
を
ず
っ
と
考
え
て
い
た
こ

と
が
書
か
れ
て
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

先
ど
ん
な
怖
い
こ
と
や
つ
ら
い
こ
と

が
あ
っ
て
も
、
戦
争
の
悲
さ
ん
な
体

験
よ
り
つ
ら
い
こ
と
は
な
い
と
。
そ

し
て
、
こ
の
手
紙
を
書
く
の
に
、
つ

ら
く
て
と
て
も
長
い
時
間
が
か
か
っ

た
そ
う
で
す
。
戦
争
が
終
わ
っ
て

四
十
年
も
経
っ
て
い
た
の
に
で
す
。

　

ひ
い
お
ば
あ
ち
や
ん
の
手
紙
に

は
、
日
本
が
戦
争
を
し
て
い
た
こ
ろ

の
田
舎
の
生
活
の
様
子
が
、
半
紙
に

細
か
い
字
で
た
く
さ
ん
書
か
れ
て

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
特
に
心
に

残
っ
た
こ
と
は
、
竹
や
り
の
練
習
を

し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
と
同
じ

く
ら
い
の
年
の
女
の
子
が
戦
う
練
習

を
し
ま
す
。
そ
し
て
毎
日
、
ト
ン
ガ

や
く
わ
を
持
っ
て
学
校
へ
登
校
し
、

道
を
直
し
た
り
、
運
動
場
を
耕
し
て

い
も
や
豆
、
な
ん
き
ん
な
ど
を
植
え

た
り
し
た
そ
う
で
す
。
毎
日
み
ん
な

が
遊
ん
で
い
る
運
動
場
が
畑
に
な
る

な
ん
て
、
想
像
で
き
ま
せ
ん
。
あ
ん

な
に
か
た
い
土
の
運
動
場
を
耕
す
な

ん
て
、
自
分
な
ら
文
句
を
言
わ
ず
に

で
き
る
だ
ろ
う
か
と
考
え
ま
し
た
。

お
昼
に
は
、
給
食
は
も
ち
ろ
ん
弁
当

の
ご
は
ん
も
無
か
っ
た
の
で
、
走
っ

て
お
か
ゆ
を
食
べ
に
帰
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
し
て
、
そ
の
貧
し
い
食
事
に

体
が
た
え
き
れ
ず
、
栄
養
失
調
で
亡

く
な
っ
た
友
達
も
い
た
そ
う
で
す
。

都
会
に
比
べ
て
食
べ
物
が
た
く
さ
ん

あ
っ
た
田
舎
で
も
そ
ん
な
こ
と
が
起

こ
り
ま
す
。
戦
地
に
い
る
人
だ
け
が

亡
く
な
る
の
で
は
な
い
の
で
す
。
今

は
栄
養
の
あ
る
給
食
を
お
な
か
い
っ

ぱ
い
食
べ
ら
れ
、
友
達
と
し
ゃ
べ
り

な
が
ら
ゆ
っ
く
り
食
べ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
食
べ
終
わ
っ
た
ら
、
急
い

で
運
動
場
へ
行
き
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

を
し
ま
す
。
昔
は
お
か
ゆ
を
食
べ
る

と
す
ぐ
に
走
っ
て
畑
を
耕
し
に
戻
っ

た
そ
う
で
す
。

　

五
年
生
に
な
っ
て
、
国
語
で
新
聞

の
勉
強
を
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
先

生
か
ら
、「
毎
日
、
新
聞
を
め
く
っ

て
み
よ
う
」
と
言
わ
れ
、
毎
日
で
は

な
い
け
れ
ど
見
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
新
聞
を
見
て
い
る
と
、
何
が
書

い
て
あ
る
の
か
全
然
分
か
ら
な
い
記

事
も
あ
れ
ば
、
興
味
の
あ
る
記
事
、

地
域
の
記
事
な
ど
様
々
で
す
。
見
出

し
や
小
見
出
し
を
見
て
い
く
と
、
争

い
の
記
事
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
特

に
八
月
は
広
島
と
長
崎
に
原
子
爆
弾

が
落
と
さ
れ
た
り
、
終
戦
を
む
か
え

た
月
な
の
で
、
そ
れ
に
関
係
す
る
記

事
が
多
か
っ
た
で
す
。
七
月
に
な
る

と
増
え
は
じ
め
、
八
月
に
な
る
と
毎

日
の
よ
う
に
目
に
し
ま
す
。
争
い
の

記
事
の
中
に
も
、
七
十
二
年
前
の
太

  

子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果 平

洋
戦
争
の
こ
と
や
、
日
本
か
ら
遠

く
離
れ
た
国
で
起
こ
っ
て
い
る
最
近

の
テ
ロ
、
す
ぐ
と
な
り
の
北
朝
鮮
の

ミ
サ
イ
ル
の
こ
と
な
ど
色
々
あ
り
ま

す
。
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
か
ら
戦
争

に
な
っ
て
い
か
な
い
か
、
と
て
も
心

配
で
す
。
父
や
兄
、
近
所
の
人
た
ち

が
戦
い
に
行
っ
て
帰
っ
て
こ
な
い
か

も
し
れ
な
い
な
ん
て
想
像
し
た
く
な

い
で
す
。
人
の
考
え
方
が
み
ん
な
ち

が
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
考

え
方
や
文
化
が
ち
が
う
こ
と
は
良
い

こ
と
だ
と
思
う
け
れ
ど
、
そ
れ
が
原

因
で
、
争
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
は
戦
争
は
絶
対
し
な
い
と

言
っ
て
い
ま
す
が
、
何
が
き
っ
か
け

で
戦
争
を
し
て
し
ま
う
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
こ
の
先
絶
対
戦
争
を
起
こ
さ

な
い
た
め
に
、
今
の
私
達
に
で
き
る

こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
た
。「
戦
争

は
絶
対
だ
め
」
と
思
う
だ
け
で
は
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
。
戦
争
に
関
心

を
持
っ
て
学
ぼ
う
と
思
い
ま
す
。
募

金
や
エ
コ
の
活
動
を
す
る
こ
と
も
遠

く
離
れ
た
国
の
争
い
が
な
く
な
る
こ

と
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

食
糧
不
足
や
水
不
足
も
国
が
そ
れ
を

取
り
合
っ
て
争
い
に
な
る
の
を
防
げ

る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
す
。

　

戦
争
は
本
当
に
怖
い
こ
と
だ
と
思

う
の
で
考
え
た
く
な
い
し
忘
れ
た
い

け
れ
ど
、大
切
な
こ
と
な
の
で
、ず
っ

と
覚
え
て
お
く
よ
う
に
し
ま
す
。

井
いば た

端　加
か な

奈
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図書館 へ

岩出図書館

行こう

（根来1472-1）

図書館へ

岩出図書館

行こう
本や行事についてのお問い合わせは電話でどうぞ！

（根来1472-1）
TEL.62-7222　FAX.62-7150

6月のカレンダー

☆本はおひとり１０冊まで２週間借りることができます。
☆視聴覚資料はおひとり３点まで２週間借りられます。

休館中の本の返却は、図書館正門右の返却ポスト、または駅前ライブラリーの返却ポストをご利用ください。
※DVD・ビデオ・CDなどの視聴覚資料、紙芝居など、破損の恐れのある資料は開館時に直接カウンターにお返し
　ください。視聴覚資料は岩出図書館カウンターでお返しください。

開館時間　　岩出図書館　午前10時～午後７時
　　　　　　岩出図書館を除く分館・分室　午前10時～午後6時30分

岩出図書館・駅前ライブラリー・総合保健福祉センター図書室 中央公民館図書室・上岩出地区公民館図書室

日 土金木水火月 日 土金木水火月

1 ２
3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

1 ２
3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

図書館 DVD 上映会

6 月のおはなし会

○図書館ボランティアによるおはなし会
3 日（日）・10 日（日）・・・「おはなしドロップス」

17 日（日）・24 日（日）・・・「おはなしのとびら」

　午後 1 時 30 分から

　岩出図書館おはなし室

9 日（土）・・・「おはなしのじかん」

　午後２時から

　総合保健福祉センター図書室おはなし室

○図書館スタッフによるおはなし会
23 日（土）・・・「おはなしパレット」

　午後 3 時から

　岩出図書館おはなし室

※子ども向けですがどなたでも

　お楽しみいただけます。

☆アニメＤＶＤ上映会
○日時　6 月 16 日（土）　午後 2 時から

・おさるのジョージ（87 分）

○場所　岩出図書館　大会議室　　

○定員　100 名　※申込不要

23 日（土）・・・「おはなしパレット」

印は休館日です。

図書館講座「親と子の自由研究」

　夏休みの自由研究に何をすればいいか分からない・・・そんなときは、身近なテーマをひとひねり！

夏休みのたびに３人の息子さんと 15 年間にわたり取り組んだ自由研究の記録を書いた本「親と子の自由研究　家の

近くにこんな生き物 !?」の著者、太田和良さんが、子育て論を交えながら、研究課題の見つけ方や親子での取り組み

方などをお話してくれます。お話の後には、楽しく体験していただけるワークショップ「ブーメランを作って飛ばそ

う！」を行いますので、ぜひご参加ください。

○日時　6 月 23 日（土）　午前 10 時 30 分から　　　　　○場所　岩出図書館　大会議室

○対象　小学生～中学生とその保護者　　　　　　　　　  ○定員　20 名　　　　　

○講師　太田　和良　氏

○申込　6 月 3 日（日）から受付開始。岩出図書館カウンターまたは電話でお申込みください。

国語の教科書にのっている本を読もう！

　岩出図書館では、小・中学校の教科書展示会に合わ

せて、岩出市内の小・中学校で使用している国語の教

科書にのっている本の特別展示を行いますので、どう

ぞご利用ください。展示期間は次のとおりです。

教科書展示会　　6 月 15 日（金）～ 7 月 1 日（日）

国語の教科書にのっている本の特別展示　　

6 月 2 日（土）～ 8 月 29 日（水）

場所　 岩出図書館　展示コーナー

図書館講座「楽しく学ぼう！『生き物と私たちと環境』」

　小学校でおなじみの「どうぶつせんせい」をお招き

し、環境について学びます。映像や標本を見たり、ゲー

ムをしたり、みんなで話し合ったりして、生き物の多

様性と自分とのつながりを、楽しく考え合いましょ

う。調べ学習のテーマ選びのヒントにもなりますの

で、夏休みの宿題にも役立ちます。ぜひご参加くださ

い。

○日時　6 月 30 日（土）　午後 1 時 30 分から

○場所　岩出図書館　大会議室

○対象　小学生～一般

○定員　100 名

○講師　動物教材研究所 pocket 主宰　松本　朱実氏

○申込方法　6 月 3 日（日）から受付開始。岩出図書

　　　　　　館カウンターまたは電話でお申込みくだ

　　　　　　さい。
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まちの
iwade    town   information

パ
シャ話題

写真横のＱＲコードを携帯電話で読み込
むと、動画が再生できます。動画が再生
されない場合は、市ウェブサイトからご
覧ください。

姫路市で岩出をＰＲ！
第 69 回姫路お城まつり 5／12
　姫路市で、5 月 11 日～ 13 日の 3 日間、姫路お城ま

つりが開催されました。市の販売ブースが出展し、岩出

をＰＲしてきました

地域の交通安全のために

　今年度は 26 名の方がご入学され、交通ルールや運転

技能の再確認など、交通安全に向けた知識を習得されま

す。ご入学された皆さま、ぜひ頑張ってください。

ときめき交通大学入学式を挙行しました 4／20
地域の安全を願って
那賀地区地域安全運動 5／11
　那賀地区防犯協議会では、「那賀地区地域安全運動」（5

月 11 日から 10 日間）の実施に伴い、同運動初日に出

発式を行いました。

交通ルールを学びました！
春の交通安全教室が行われました 5／10
　市内の公立保育所において、春の交通安全教室が実施

されました。児童たちは、岩出警察署の先生から交通ルー

ルについて学びました。
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②空メール送信

　regist@bousai.pref.wakayama.lg.jp

　上記アドレスに空メールを送信してくださ

い。（件名、本文の記入は不要です。）

　以下のＱＲコードを携帯電話で読み込んで

メールを送信することも可能です。

電
子

メ
ー

ル
　

　
koushitsu@

city.iw
ade.lg.jp

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

　
http://w

w
w

.city.iw
ade.lg.jp/

問　総務課　危機管理室　☎ 62-2141 （内線 132・133）　 

日時　6 月 9 日（土）午後 7 時開演（約 1 時間 30 分）

場所　岩出市根來寺　光明殿内

出演　Hot　coff ee

           田原　真理（フルート）・榎本　理沙（オーボエ）・森田　美穂（クラリネット）

　　　福神　陽香（ホルン）・村尾　梓（ファゴット）

　　　入場料無料
　　　※駐車場が不足していますので、なるべく乗り合わせ等のご協力をお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問　岩出まちづくり協議会　☎ 62-7106

第 9 回　根來寺　ほたると灯りのコンサート

○大雨、洪水時の注意点
　・最新の気象情報に十分注意する
　・河川に近づかない
　・危険を感じたら早めに自主避難する

　梅雨期は大雨による洪水等の災害が発生しやすい時期です。

　土砂災害や河川増水、氾らんに厳重に警戒してください。

大雨・洪水による災害について

←この QR コードを
携帯電話で読み取って
ください。

　なお、気象情報等を携帯電話やパソコンに電子メールでお知らせする「防災わかやまメール

配信サービス」も無料で登録できますので、ぜひご利用ください。

①迷惑メール防止機能の解除

　 登 録 を 行 う 前 に、「bousai.pref.wakayama.

lg.jp」ドメインからのメールを受信できるよう

に設定してください。

③返信メールが届きます

　登録用ＵＲＬが記載されたメールが返信され

ます。

④登録

　登録用ＵＲＬにインターネット経由でアクセ

スし、情報を登録します。

⑤登録完了

　登録後に、登録完了通知メールが届けば、登

録は完了です。

　※登録内容の変更も、登録と同じ手順になり

　　ます。

　※登録内容の変更時、登録完了メールは届き

　　ませんので、ご注意ください。

登　録　方　法


